
　
　
　
　
は
じ
め
に

　
『
三
國
志
演
義
』（
以
下
『
演
義
』
と
略
称
）
の
明
代
の
版
本
は
現
存
す
る
だ
け

で
も
三
十
種
類
以
上
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
版
本
間
に
は
本
文
の
異
同

が
認
め
ら
れ
、
中
川
諭
氏
の
大
著
『『
三
國
志
演
義
』
版
本
の
研
究
』
の
分
類
法

に
従
う
と
大
き
く
三
系
統
に
分
類
さ
れ
る
＊
１
。
一
つ
は
「
二
十
巻
繁
本
系
諸
本
」

（
葉
逢
春
本
、
余
象
斗
本
、
鄭
少
垣
本
な
ど
）、
一
つ
は
「
二
十
巻
簡
本
系
諸
本
」

（
誠
徳
堂
本
、
劉
龍
田
本
、
衆
賢
山
房
本
、
黄
正
甫
本
な
ど
）、
一
つ
は
「
二
十
四

巻
系
諸
本
」（
嘉
靖
壬
午
序
本
〔
以
下
嘉
靖
本
と
略
〕、
周
曰
校
本
、
李
卓
吾
批
評

本
、
毛
宗
崗
本
な
ど
）
で
あ
る
。

　

三
系
統
の
本
文
が
存
在
す
る
と
な
る
と
、「
原
演
義
」（
各
種
の
版
本
に
分
岐
す

る
以
前
に
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
一
つ
の
祖
本
。
現
存
は
せ
ず
）
に
最
も
近
い
文
章

を
持
つ
版
本
は
ど
れ
な
の
か
、
ま
た
原
演
義
か
ら
各
系
統
の
版
本
が
派
生
す
る
過

程
で
ど
う
し
て
本
文
が
変
化
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
こ
の
問
題
は
こ

れ
ま
で
謎
と
さ
れ
て
き
た
『
演
義
』
の
成
立
史
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
衆

小
説
の
誕
生
、
そ
の
発
展
を
考
え
る
上
で
も
解
明
が
俟
た
れ
る
課
題
で
あ
る
。

　

先
行
研
究
で
は
、
嘉
靖
本
以
後
の
諸
本
は
す
べ
て
嘉
靖
本
を
祖
本
と
す
る
と
み

な
す
鄭
振
鐸
氏
の
見
解
が
長
く
版
本
研
究
の
定
説
と
な
っ
て
い
た
が
＊
２
、
柳
存

仁
氏
が
「
三
國
志
傳
系
の
テ
キ
ス
ト
（
著
論
中
で
は
二
十
巻
簡
本
系
に
属
す
る
劉

龍
田
本
を
使
用
）
の
祖
本
の
成
立
は
嘉
靖
本
の
成
立
よ
り
早
く
、
古
い
『
演
義
』

の
様
相
を
残
し
て
い
た
」
と
異
論
を
呈
し
＊
３
、
ま
た
金
文
京
氏
は
建
安
本
（
建

陽
〔
現
福
建
省
南
平
市
建
陽
区
〕
で
刊
行
さ
れ
た
二
十
巻
繁
本
系
と
二
十
巻
簡
本

系
の
総
称
）
の
方
が
史
書
に
合
致
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
少

な
く
と
も
一
部
に
嘉
靖
本
以
前
の
テ
キ
ス
ト
の
姿
を
残
し
て
い
る
と
論
じ
ら
れ
た

＊
４
。
さ
ら
に
小
松
謙
氏
は
葉
逢
春
本
と
嘉
靖
本
の
詳
細
な
校
勘
を
行
っ
た
上
で
、

葉
逢
春
本
の
方
が
よ
り
古
い
テ
キ
ス
ト
の
本
文
を
残
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
＊
５
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
従
来
の
研
究
は
あ
く
ま
で
建
安
本
が
嘉
靖
本
よ
り
古
い
テ
キ
ス

ト
の
姿
を
残
し
て
い
る
と
論
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
建
安
本
を
二
十
巻
繁
本
系
と

二
十
巻
簡
本
系
に
区
別
し
た
上
で
三
系
統
の
継
承
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
は
な
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

筆
者
は
拙
論
「『
三
國
志
演
義
』
三
系
統
の
版
本
の
継
承
関
係
―
劉
龍
田
本
を

手
が
か
り
に
―
」
＊
６
に
お
い
て
、
二
十
巻
簡
本
系
諸
本
に
属
す
る
劉
龍
田
喬
山

堂
本
（
以
下
劉
龍
田
本
と
略
称
）
の
特
に
後
半
の
本
文
は
、
二
十
巻
繁
本
系
諸
本

に
属
す
る
葉
逢
春
本
と
二
十
四
巻
系
諸
本
に
属
す
る
嘉
靖
本
の
本
文
が
入
り
混
じ

『
三
國
志
演
義
』
三
系
統
の
版
本
の
継
承
関
係
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っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
は
葉
逢
春
本
（
或
い
は
そ
れ
に

準
ず
る
テ
キ
ス
ト
）
か
ら
劉
龍
田
本
へ
（
正
確
に
言
う
と
簡
略
化
さ
れ
る
前
に
存

在
し
た
繁
本
。
筆
者
は
「
簡
本
系
祖
本
」
と
称
す
る
）、
劉
龍
田
本
か
ら
嘉
靖
本

へ
と
改
変
が
施
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
論
じ
た
。（
ａ
）
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
は

葉
逢
春
本
よ
り
も
文
章
が
洗
練
さ
れ
て
い
る
、（
ｂ
）
嘉
靖
本
は
葉
逢
春
本
と
劉

龍
田
本
よ
り
も
文
章
が
洗
練
さ
れ
て
い
る
、（
ｃ
）
葉
逢
春
本
は
劉
龍
田
本
と
嘉

靖
本
に
比
べ
誤
字
訛
字
・
脱
落
（
或
い
は
簡
略
化
か
）
が
あ
る
と
い
う
と
い
う
三

つ
の
条
件
を
満
た
す
に
は
、
ま
ず
三
本
に
共
通
す
る
一
つ
の
祖
本
「
原
演
義
」
が

存
在
し
、
誤
字
や
脱
落
が
生
じ
た
の
が
葉
逢
春
本
、
原
演
義
に
第
一
段
階
の
書
き

換
え
が
施
さ
れ
て
簡
本
系
祖
本
が
成
立
し
、そ
れ
を
簡
略
化
し
た
の
が
劉
龍
田
本
、

簡
本
系
祖
本
に
さ
ら
に
書
き
換
え
を
施
し
た
の
が
嘉
靖
本
で
あ
る
と
い
う
継
承
関

係
し
か
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
る
。

　

本
論
で
は
前
論
を
受
け
て
、
さ
ら
に
可
能
な
限
り
多
く
の
例
を
挙
げ
、
前
論
で

提
唱
し
た
継
承
関
係
を
よ
り
確
た
る
も
の
と
し
た
い
。
ま
た
全
体
を「
一
．
序
盤
」

「
二
．
中
盤
」「
三
．
終
盤
」
に
分
け
て
三
系
統
の
異
同
状
況
の
全
体
像
を
示
す
と

と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
位
で
異
同
の
状
況
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
最
終
的

に
は
各
部
位
の
成
立
過
程
、
成
立
時
期
が
異
な
る
可
能
性
に
も
言
及
す
る
つ
も
り

で
あ
る
。

ち
な
み
に
比
較
に
用
い
る
の
は
前
論
と
同
様
、
二
十
巻
繁
本
系
諸
本
の
う
ち

最
古
の
版
本
で
あ
る
葉
逢
春
本
、
二
十
巻
簡
本
系
諸
本
の
劉
龍
田
本
（
こ
の
系
統

の
現
存
す
る
最
古
の
版
本
で
は
な
い
が
、
部
位
に
よ
っ
て
は
簡
略
化
が
比
較
的
少

な
い
こ
と
、
先
行
研
究
で
し
ば
し
ば
簡
本
の
代
表
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
劉
龍
田
本
を
用
い
る
）、
二
十
四
巻
系
諸
本
の
う
ち
最
古
の
版
本
と
さ
れ
る

嘉
靖
本
と
し
た
（
但
し
嘉
靖
本
の
本
文
が
二
十
四
巻
系
諸
本
の
う
ち
最
も
古
い
か

ど
う
か
は
疑
問
も
あ
る
。
筆
者
は
関
索
説
話
を
持
つ
周
曰
校
本
の
方
が
嘉
靖
本
よ

り
古
い
本
文
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
と
も
指
摘
し
て
い
る
＊
７
）。

　
　

一
．
序
盤

　

従
来
の
版
本
研
究
で
は
、
劉
龍
田
本
が
属
す
る
二
十
巻
簡
本
系
諸
本
は
嘉
靖
本

が
属
す
る
二
十
四
巻
系
諸
本
よ
り
も
葉
逢
春
本
が
属
す
る
二
十
巻
繁
本
系
諸
本
に

近
い
本
文
を
持
つ
と
さ
れ
て
来
た
。
こ
れ
は
確
か
に
『
演
義
』
序
盤
に
お
い
て
は

間
違
い
な
い
。
例
え
ば
第
一
則
「
祭
天
地
桃
園
結
義
」
で
は
葉
逢
春
本
と
嘉
靖
本

に
異
同
が
あ
っ
て
且
つ
劉
龍
田
本
が
葉
逢
春
本
に
一
致
す
る
文
字
は
三
百
七
十
六

字
あ
る
が
、
嘉
靖
本
と
一
致
す
る
の
は
た
っ
た
十
字
だ
け
で
あ
る
（
嘉
靖
本
の
み

に
あ
る
楊
賜
と
蔡
邕
の
奏
上
は
長
文
の
た
め
計
上
せ
ず
）＊
8
。
ま
ず
は
以
下
に

同
則
の
主
な
異
同
を
全
て
列
挙
し
、継
承
関
係
を
考
察
す
る
。
異
同
の
タ
イ
プ
は
、

①
一
方
に
あ
る
字
句
が
一
方
に
無
い
場
合
、
②
ど
ち
ら
に
も
字
句
は
あ
る
が
叙
述

が
異
な
る
場
合
の
二
種
類
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
、
①
の
よ
う
な
場
合
は
一
方

が
増
補
し
た
の
か
或
い
は
も
う
一
方
が
省
略
し
た
の
か
判
断
が
難
し
い
た
め
、
以

下
具
体
例
を
挙
げ
る
際
に
は
主
に
②
の
よ
う
な
異
同
を
扱
う
こ
と
に
す
る
。
但
し

①
の
よ
う
な
異
同
で
も
そ
の
字
句
の
有
無
で
大
幅
に
読
み
や
す
く
な
る
と
か
、
史

書
に
も
そ
の
字
句
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
点
か
ら
継
承
関
係
を
導
き
出
し
得

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
　

凡
例

【
第
□
則　

即
題
（
葉
逢
春
本
を
底
本
と
す
る
）】（
葉
逢
春
本
巻
□
）

○
□
〔
ａ
／
ｂ
〕
□
行
（
葉
逢
春
本
を
底
本
と
す
る
）　

継
承
関
係
を
簡
略
に
示

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
五
号
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し
て
説
明
。

　

※
●
は
歴
史
書
と
関
連
が
あ
る
異
同
。

　

各
本
の
本
文
。（
葉
）：
葉
逢
春
本
、（
劉
）：
劉
龍
田
本
、（
嘉
）：
嘉
靖
本
。
文

字
は
可
能
な
限
り
原
文
に
近
い
字
体
で
表
記
す
る
。

　

そ
の
異
同
が
史
書
と
関
連
が
あ
る
場
合
は
『
演
義
』
の
文
章
に
最
も
近
い
も
の

を
挙
げ
る
。（
三
）（
注
）：『
三
國
志
』
及
び
裴
松
之
注
、（
資
）：『
資
治
通
鑑
』、

（
綱
）：『
資
治
通
鑑
綱
目
』、（
蜀
）：『
蜀
漢
本
末
』。
そ
の
他
に
も
『
蕭
氏
續
後
漢
書
』

『
郝
氏
續
後
漢
書
』『
陸
状
元
増
節
音
註
精
義
資
治
通
鑑
』（『
資
治
通
鑑
』
の
册
節

本
）
を
参
照
し
た
が
、『
演
義
』
に
利
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
低
い
と
判
断
し
た
。

ま
た
『
全
相
平
話
三
國
志
』
と
関
連
の
あ
る
場
合
は
（
平
）
と
し
て
挙
げ
た
。

　

詳
し
い
考
察
。

【
第
一
則　

祭
天
地
桃
園
結
義
】（
葉
逢
春
本
巻
一
）

○
２
ａ
２
行　
（
葉
）（
劉
）→（
嘉
）か
、（
嘉
）
→
（
葉
）（
劉
）か
判
断
つ
か
ず
。

（
葉
）
至
秋
九
月
、　

官
曹
節
・
王
甫
弄
権
、
竇
武
・
陳
蕃
謀
誅
、
機
謀
不
密
、

反
被
曹
節
・
王
甫
所
害
。

（
劉
）
至
秋
九
月
、
宦
官
曹
節
・
王
甫
弄
権
、
竇
武
・
陳
蕃
謀
誅
、
機
謀
不
密
、

反
被
曹
節
・
王
甫
所
害
。

（
嘉
）
至
秋
九
月
、
中
涓
曹
節
・
王
甫
弄
権
、
竇
武
・
陳
蕃
預
謀
誅
之
、
機
謀
不
密
、

反
被
曹
節
・
王
甫
所
害
。

　

傍
線
部
、
葉
逢
春
本
と
劉
龍
田
本
は
「
宦
官
」、
嘉
靖
本
の
み
「
中
涓
」（
こ
れ

も
宦
官
を
指
す
こ
と
ば
）
と
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
が
原
演
義
に
近
い
か
こ
こ
だ
け

で
は
判
断
し
か
ね
る
。

●
２
ａ
13
行　
（
葉
）（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
改
変
及
び
史
書
か
ら
増
補
か
（『
資
治

通
鑑
』）。

（
葉
）
種
種
不
祥
、
非
止
一
端
。
此
時
宮
中
十
常
侍
用
事
。
那
十
人
張
譲
・
趙
忠
・

段
圭
・
曹
節
・
侯
覧
・
封
諝
・
蹇
碩
・
程
廣
・
夏
輝
・
郭
勝
。
這
十
箇
把

握
朝
綱
。
是
他
門
下
得
官
做
、
不
是
他
門
下
干
有
功
勞
、
且
守
缼
期
。
靈

帝
自
嘗
説
張
常
侍
是
我
父
、
趙
常
侍
是
我
母
。
因
此　

官
全
無
忌
憚
、
府

第
體
宮
院
盖
造
。

（
劉
）
種
ヒ
不
祥
、
非
止
一
端
。
此
時
宮
中
十
常
待マ

マ

用
事
。
那
十
人
張
譲
・
趙
忠
・

段
圭
・
曹
節
・
侯
密マ

マ

・
封
諝
・
蹇
碩
・
程
廣
・
夏
輝
・
郭
勝
。
這
十
個
把

握
朝
綱
。
是
他
門
下
得
官
做
、
不
是
他
門
下
幹
有
功
勞
、
且
守
缼
期
。
靈

帝
自
常
説
張
常
侍
是
我
父
、
趙
常
侍
是
我
母
。
因
此
宦
官
全
無
忌
憚
、
府

第
體
宮
院
盖
造
。

（
嘉
）
種
種
不
祥
、非
止
一
端
。
於
是
靈
帝
憂
懼
、遂
下
詔
、召
光
禄
大
夫
楊
賜
等
、

詣
金
商
門
、
問
以
灾
異
之
由
、
及
消
復
之
術
。
賜
對
曰
、「
臣
聞
、
春
秋

讖
曰
、
天
投
蜺
、
天
下
怨
、
海
内
乱
…
…
衆
變
可
弭
。」
議
郎
蔡
邕
亦
對
、

其
略
曰
、「
臣
伏
思
諸
異
…
…
受
怨
姦
仇
。
謹
奏
。」
…
…
後
張
譲
・
趙
忠
・

封
諝
・
段
珪
・
曹
節
・
侯
覧
・
蹇
碩
・
程
曠
・
夏
輝
・
郭
勝
、
這
十
人
執

掌
朝
綱
。
自
此
天
下
桃
李
、皆
出
於
十
常
侍
門
下
。
朝
廷
待
十
人
如
師
父
。

由
是
出
入
宮
闈
、
稍
無
忌
憚
、
府
第
依
宮
院
盖
造
。

①
嘉
靖
本
の
網
掛
部
、楊
賜
と
蔡
邕
の
奏
上
は
史
書
か
ら
の
増
補
か（『
資
治
通
鑑
』

の
文
章
と
一
致
）。

②
葉
逢
春
本
と
劉
龍
田
本
の
傍
線
部
「
是
時
宮
中
十
常
侍
用
事
」（
こ
の
時
宮
中

で
は
十
常
侍
が
権
力
を
手
中
に
収
め
て
い
た
）、「
這
十
箇
把
握
朝
綱
。
是
他
門
下

『
三
國
志
演
義
』
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の
版
本
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得
官
做
、
不
是
他
門
下
干
有
功
勞
、
且
守
缼
期
」（
こ
の
十
人
が
朝
綱
を
握
っ
て

い
た
。
彼
ら
の
門
下
の
者
は
官
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
彼
ら
の
門
下
で
な
い

者
は
功
績
が
あ
っ
て
も
し
ば
し
〔
他
の
官
吏
の
〕
任
期
が
満
了
す
る
の
を
待
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
）
が
、
嘉
靖
本
で
は
「
自
此
天
下
桃
李
、
皆
出
於
十
常

侍
門
下
」（
こ
こ
よ
り
天
下
の
門
人
は
み
な
十
常
侍
の
門
下
か
ら
出
る
よ
う
に
な

っ
た
）
と
簡
に
し
て
要
を
得
た
文
章
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
葉
逢
春
本
と
劉
龍
田

本
の
「
缼
期
」（
任
期
が
満
了
す
る
）
と
い
う
語
は
元
代
の
法
律
文
書
『
元
典
章
』

に
用
例
が
見
ら
れ
る
程
度
で
、
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
語
彙
で
は
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
か
ら
、
嘉
靖
本
が
こ
の
語
を
削
っ
て
わ
か
り
や
す
く
書
き
換
え
た
と

み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
参
考
ま
で
に
『
元
典
章
』
に
見
え
る
「
缼
期
」（
任
期
が
満

了
す
る
）
の
用
例
を
以
下
に
記
載
す
る
。

　

○
【
官
吏
革
前

冤
】
…
…
官
吏
取
受
、
格
前
稱
冤
、
行
移
照
勘
追
問

之
際
、
既
遇
釋
免
、
再
无
取
到
招
伏
、
欽
依
革
撥
、
合
令
還
聀
。
如
及
缼

期
、已
注
代
官
、別
行
求
仕
、相
應
。（【
官
吏
革
前
、冤
な
り
と
稱
す
こ
と
】

…
…
官
吏
が
賄
賂
を
受
け
取
り
、罪
を
た
だ
す
も
冤
罪
で
あ
る
と
主
張
し
、

調
査
・
喚
問
を
行
っ
て
い
る
時
に
赦
免
に
遇
っ
た
な
ら
ば
、
こ
れ
以
上
は

罪
を
認
め
る
よ
う
求
め
る
こ
と
な
く
、
皇
上
の
依
准
に
よ
り
廃
罪
し
、
も

と
の
職
に
戻
す
べ
き
で
あ
る
。
も
し
も
任
期
が
満
了
し
て
お
り
、
す
で
に

代
わ
り
の
官
吏
が
入
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
別
に
職
を
探
し
て
就
か
せ
る
べ

き
で
あ
る
。）

　

こ
の
こ
と
は
『
演
義
』
の
執
筆
者
が
政
治
・
法
律
用
語
に
対
し
て
あ
る
程
度
知

識
の
あ
る
人
間
で
あ
り
、
し
か
も
元
代
の
人
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。

●
３
ａ
９
行　
（
葉
）（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
史
書
か
ら
増
補
か
（『
後
漢
書
』『
資
治

通
鑑
』『
綱
目
』
な
ど
）、（
嘉
）
→
（
葉
）（
劉
）
へ
簡
略
化
か
、
判
断
つ
か
ず
。

（
葉
）
張
角
聞
知
事
發
、
星
夜
起
召
百
姓
云
、「
今
漢
運
数
終
。
…

（
劉
）
張
角
聞
知
事
發
、
星
夜
起
召
百
姓
云
、「
今
漢
運
数
終
。
…

（
嘉
）
張
角
聞
知
事
發
、
星
夜
起
兵
。
張
角
自
稱
「
天
公
将
軍
」、
弟
寳
稱
「
地

公
将
軍
」、
弟
梁
稱
「
人
公
将
軍
」。
召
百
姓
云
、「
今
漢
運
數
將
終
。
…

（
綱
）
角
等
知
事
已
露
、
馳
敕
諸
方
、
一
時
倶
起
、
皆
著
黄
巾
爲
幟
。
角
自
稱
天

公
將
軍
、
弟
寳
稱
地
公
將
軍
、
梁
稱
人
公
將
軍
。

　

葉
逢
春
本
と
劉
龍
田
本
の
「
起
召
百
姓
」（
百
姓
を
起
こ
し
召
し
た
）
は
舌
足

ら
ず
な
よ
う
で
も
あ
る
が
、文
意
が
通
ら
な
い
ほ
ど
で
は
な
い
。嘉
靖
本
に
は「
起
」

の
後
に
「
兵
」
が
あ
っ
て
読
み
や
す
く
、「
召
百
姓
」
と
の
間
に
波
線
部
の
如
く
史

書
と
同
じ
文
章
が
あ
る
。
嘉
靖
本
で
洗
練
・
増
補
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
が
、葉
逢
春
本
と
劉
龍
田
本
で
脱
落
し
た
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
。

●
３
ｂ
７
行　
（
葉
）（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
史
書
に
拠
り
改
変
（『
三
國
志
』）。

（
葉
）
生
得
身
長
七
尺
五
寸
、
兩
耳
垂
肩
、
雙
手
過
膝
、
龍
目
鳳
準
。

（
劉
）
生
得
身
長
七
尺
五
寸
、
两
耳
垂
肩
、
双
手
過
膝
、
龍
目
鳳
準
。

（
嘉
）
生
得
身
長
七
尺
五
寸
、
兩
耳
垂
肩
、
雙
手
過
膝
、
目
能
自
顧
其
耳
。

（
三
）
身
長
七
尺
五
寸
、
垂
手
下
膝
、
顧
自
見
其
耳
。

（
平
）
生
得
龍
準
鳳
目
、
禹
背
湯
肩
、
身
長
七
尺
五
寸
、
垂
手
過
膝
。

　

劉
備
の
相
貌
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
傍
線
部
、
葉
逢
春
本
と
劉
龍
田
本
は

「
龍
目
鳳
準
」（
龍
の
よ
う
な
目
、鳳
の
よ
う
な
鼻
筋
）、嘉
靖
本
は「
目
能
自
顧
其
耳
」

（
目
は
自
ら
そ
の
耳
を
顧
み
る
こ
と
が
で
き
た
）と
す
る
。元
代
に
出
版
さ
れ
た『
三

國
志
平
話
』
で
は
劉
備
を
「
龍
準
鳳
目
」
と
形
容
し
て
お
り
、
葉
逢
春
本
と
劉
龍
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田
本
は
こ
れ
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。「
鳳
準せ

つ

」
は
劉
備
以
外
に
使
わ
れ
て
い

る
用
例
が
無
く
、
一
般
的
な
語
彙
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
嘉
靖
本
で

は
史
書
（『
三
國
志
』）
を
参
照
し
て
書
き
換
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

●
４
ａ
３
行　
（
葉
）（
劉
）
が
史
書
に
近
い
→
（
嘉
）
へ
改
変
。

（
葉
）
劉
徳
然
父
劉
元
起
見
玄
徳
家
貧
、
常
資
給
之
。

（
劉
）
劉
徳
然
父
劉
元
起
見
玄
徳
家
貧
、
常
資
給
之
。

（
嘉
）
玄
徳
叔
父
劉
元
起
見
玄
徳
家
貧
、
常
資
給
之
。

（
三
）　

徳
然
父
元
起
常
資
給
先
主
。

　

劉
備
が
劉
徳
然
（
学
友
）
の
父
、
劉
元
起
か
ら
経
済
援
助
を
受
け
て
い
た
と
い

う
記
述
で
あ
る
が
、葉
逢
春
本
と
劉
龍
田
本
は
『
三
國
志
』
の
文
面
と
同
じ
く
「
徳

然
の
父
」
と
し
、
嘉
靖
本
は
「
玄
徳
の
叔
父
」
と
す
る
。
史
書
を
参
照
せ
ず
恣
意

的
に
改
変
を
施
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

○
４
ａ
９
行　
（
葉
）
→
（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
改
変
か
。

（
葉
）
玄
徳
見
此
人
形
貌
異
常
、
遂
與
同
入
村
務
、
問
其
人
姓
名
。

（
劉
）
玄
徳
見
此
人
形
貌
異
常
、
遂
與
同
入
村
中
、
問
其　

姓
名
。

（
嘉
）
玄
徳
見
此
人
形
貌
異
常
、
遂
與
同
入
村
中
、
問
其　

姓
名
。

　

葉
逢
春
本
の
傍
線
部
「
村
務
」
は
村
の
酒
店
を
指
す
語
で
、
元
曲
に
用
例
の
多

い
語
彙
で
あ
る
。
例
え
ば
『
趙
盼
兒
風
月
救
風
塵
』
第
二
折
【
醋
葫
蘆
】
に
「
他

道
是
殘
生
早
晩
喪
荒
丘
、
做
了
个
游
街
野
巷
村
務
酒
」（
彼
は
言
う
、
こ
の
人
生

は
遅
か
れ
早
か
れ
終
わ
っ
て
墓
場
行
き
、
花
街
に
遊
ん
で
田
舎
の
村
務
の
酒
を
飲

ん
で
い
よ
う
）、『
逞
風
流
玨
煥
百
花
亭
』
第
二
折
【
紅
繍
鞋
】
に
「
野
花
村
務
酒

知
味
便
合
休
」（
田
舎
娘
と
村
務
の
酒
は
味
を
知
っ
た
ら
も
う
お
し
ま
い
）
と
い

う
よ
う
に
、
甚
だ
俗
語
的
に
使
わ
れ
て
い
る
（
そ
れ
以
外
の
文
献
、
例
え
ば
『
欽

定
大
清
一
統
志
』
に
見
え
る
「
楊
村
務
」
な
ど
は
「
楊
村
の
税
関
」
の
意
で
「
村

の
酒
店
」
の
意
で
は
な
い
）。
つ
ま
り
葉
逢
春
本
で
は
元
代
の
俗
語
が
利
用
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
り
、
後
世
に
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
劉

龍
田
本
と
嘉
靖
本
の
よ
う
に
「
村
中
」
と
改
変
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
逆
は

考
え
に
く
か
ろ
う
。

○
４
ｂ
９
行　
（
葉
）（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
語
感
が
自
然
に
な
る
よ
う
改
変
か
。

（
葉
）
飛
曰
、「
我
庄
後
有
一
小　

園
、
桃
花
盛
開
…
。」
…
次
日
於
桃
園
中
列
下

金
銭
紙
燭
、
宰　

烏
牛
白
馬
、
祭
献
天
地
。

（
劉
）
飛
曰
、「
我
庄
後
有
一
小
桃
園
、
桃
花
盛
開
…
。」
…
次
日　

桃
園　

列
陳

金
銭
紙
燭
、
宰　

烏
牛
白
馬
、
祭
献
天
地
。

（
嘉
）
飛
曰
、「
我
荘
後
有
一　

桃
園
、
開
花
茂
盛
…
。」
…
次
日
於
桃
園
中
列
下

金
紙
銀
錢
、
宰
殺
烏
牛
白
馬
、
列
於
地
上
。

　

嘉
靖
本
は
当
時
の
感
覚
で
語
感
が
自
然
に
な
る
よ
う
に
改
変
し
た
も
の
か
（
特

に
傍
線
部
は
「
桃
」
が
重
複
し
な
い
よ
う
に
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
葉
逢
春
本
と
劉
龍
田
本
の
文
章
の
方
が
洗
練
さ
れ
て
い
な
い
状

態
で
あ
り
、
嘉
靖
本
に
は
洗
練
を
目
的
と
し
た
改
変
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

嘉
靖
本
へ
至
る
過
程
で
の
改
訂
者
の
意
図
は
、
①
元
代
特
有
の
語
彙
や
特
殊
な
用

語
を
わ
か
り
や
す
い
語
に
改
変
、
②
場
合
に
よ
っ
て
は
史
書
を
参
照
し
て
校
訂
、

③
史
書
か
ら
の
増
補
（
主
に
奏
上
文
）、
④
語
感
の
調
整
な
ど
恣
意
的
な
改
変
、

な
ど
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

以
降
、『
演
義
』
序
盤
に
つ
い
て
は
概
ね
同
様
の
状
態
が
続
く
。
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二
．
中
盤

　
『
演
義
』
中
盤
に
入
る
と
こ
の
状
況
が
少
し
変
わ
っ
て
く
る
。
赤
壁
の
戦
い
の

あ
た
り
か
ら
劉
龍
田
本
が
嘉
靖
本
に
一
致
す
る
字
句
が
徐
々
に
増
え
て
来
て
、
赤

壁
の
戦
い
の
後
、
第
一
〇
一
則
「
周
瑜
南
郡
戦
曹
仁
」（
周
瑜
が
南
軍
の
曹
仁
を

攻
め
る
）
か
ら
は
か
な
り
高
い
割
合
で
嘉
靖
本
に
一
致
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ

る
。
具
体
的
な
数
字
で
示
す
と
、

○
第
九
七
則
「
七
星
壇
諸
葛
祭
風
」

　
（
葉
）（
劉
）
／
（
嘉
）
…
一
六
五
字
、（
葉
）
／
（
劉
）（
嘉
）
…
三
二
字
。

○
第
九
八
則
「
周
公
瑾
赤
壁
鏖
兵
」

　
（
葉
）（
劉
）
／
（
嘉
）
…
一
九
八
字
、（
葉
）
／
（
劉
）（
嘉
）
…
二
八
字
。

○
第
九
九
則
「
曹
操
敗
走
華
容
道
」

　
（
葉
）（
劉
）
／
（
嘉
）
…
八
九
字
、（
葉
）
／
（
劉
）（
嘉
）
…
四
一
字
。

○
第
一
〇
〇
則
「
関
雲
長
義
釋
曹
操
」

　
（
葉
）（
劉
）
／
（
嘉
）
…
一
〇
七
字
、（
葉
）
／
（
劉
）（
嘉
）
…
二
九
字
。

○
第
一
〇
一
則
「
周
瑜
南
郡
戦
曹
仁
」

　
（
葉
）（
劉
）
／
（
嘉
）
…
一
七
七
字
、（
葉
）
／
（
劉
）（
嘉
）
…
七
五
字
。

○
第
一
〇
二
則
「
諸
葛
亮
一
氣
周
瑜
」

　
（
葉
）（
劉
）
／
（
嘉
）
…
一
九
一
字
、（
葉
）
／
（
劉
）（
嘉
）
…
九
八
字
。

※
（
葉
）（
劉
）
／
（
嘉
）
は
葉
逢
春
本
と
嘉
靖
本
が
異
な
り
、
且
つ
劉
龍
田
本

が
葉
逢
春
本
に
一
致
し
て
い
る
文
字
。（
葉
）
／
（
劉
）（
嘉
）
は
嘉
靖
本
に

一
致
し
て
い
る
文
字
。

と
い
う
よ
う
に
、
第
一
〇
一
則
「
周
瑜
南
郡
戦
曹
仁
」
か
ら
劉
龍
田
本
が
嘉
靖
本

に
一
致
す
る
文
字
が
急
増
す
る
。

　

以
下
に
第
一
〇
一
則
「
周
瑜
南
郡
戦
曹
仁
」
の
主
な
異
同
の
具
体
例
を
全
て
挙

げ
、
異
同
の
詳
細
と
三
本
の
継
承
関
係
を
詳
し
く
考
察
す
る
。

【
第
一
〇
一
則　

周
瑜
南
郡
戦
曹
仁
】（
葉
逢
春
本
巻
五
）

○
16
ｂ
１
行　
（
葉
）
→
（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
洗
練
。

（
葉
）
衆
皆
再
三
哀
告
、　　

才
方
放
免
。

（
劉
）
衆
皆
再
三
哀
告
、
孔
明
方
纔
放
免
。

（
嘉
）
衆
皆　
　

哀
告
、
孔
明
方
纔
饒
了
。

　

傍
線
部
、
葉
逢
春
本
に
は
主
語
「
孔
明
」
が
無
く
舌
足
ら
ず
だ
が
、
劉
龍
田
本

と
嘉
靖
本
に
は
あ
る
。
波
線
部
は
葉
逢
春
本
と
劉
龍
田
本
が
一
致
し
て
お
り
、
嘉

靖
本
の
み
「
饒
了
」
と
な
っ
て
い
る
。
劉
龍
田
本
は
葉
逢
春
本
と
嘉
靖
本
の
中
間

段
階
で
、
し
か
も
葉
逢
春
本
が
最
も
原
演
義
の
拙
い
文
章
に
近
く
、
嘉
靖
本
へ
と

洗
練
さ
れ
て
い
く
様
子
が
わ
か
る
。
ま
た
嘉
靖
本
に
は
動
詞
の
後
に
完
了
の
意
を

表
す
「
了
」
が
付
い
て
い
る
例
が
多
々
見
つ
か
り
、
こ
れ
も
文
法
的
洗
練
が
施
さ

れ
た
結
果
と
み
ら
れ
る
。

○
16
ｂ
14
行　
（
葉
）
→
（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
洗
練
。

（
葉
）
瑜
曰
、「
…
…
若
應　

得
不
本
分
、　　
　
　
　

比
及　

取
南
郡
、　　
　

　
　

先
結
果　

劉
備
。」

（
劉
）
瑜
曰
、「
…
…
若
應　

得　

本
分
、　　
　
　
　

比
及　

取
南
郡
、
如
意
不

合
、
先
結　
　

劉
備
。」

（
嘉
）
瑜
曰
、「
…
…
若
應
允
得　

便
罷
、
如
不
應
允
、
未
及
他
取
南
郡
、　　
　

　
　

先
結
果
了
劉
備
。」

　

周
瑜
は
劉
備
が
南
郡
を
攻
め
取
る
つ
も
り
と
知
り
、
直
談
判
し
に
行
っ
て
止
め

よ
う
と
す
る
。
葉
逢
春
本
の
文
章
は
「
も
し
（
劉
備
が
）
お
と
な
し
く
す
る
つ
も
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り
は
な
い
と
答
え
る
な
ら
、
南
郡
を
取
る
前
に
ま
ず
劉
備
を
殺
し
て
や
る
」
と
解

釈
さ
れ
る
が
、
傍
線
部
「
若
應
得
不
本
分
」
の
「
應
得
」
を
「
承
諾
す
る
」
と

解
釈
し
て
し
ま
う
と
、「
も
し
（
南
郡
を
取
ら
な
い
と
）
承
諾
す
る
な
ら
（
私
も
）

お
と
な
し
く
は
し
な
い
」
と
い
う
意
味
の
通
ら
な
い
文
章
に
な
る
の
で
、
読
者
に

混
乱
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
劉
龍
田
本
は
「
不
」
を
省
略
し
て
「
若

應
得
本
分
」（
も
し
承
諾
す
る
な
ら
〔
私
も
〕
お
と
な
し
く
す
る
）
と
書
き
換
え
、

さ
ら
に
嘉
靖
本
は
「
若
應
允
得
便
罷
」（
も
し
承
諾
す
る
な
ら
そ
れ
で
い
い
が
）

と
よ
り
理
解
し
や
す
く
書
き
換
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
逆
に
葉
逢
春
本
の
よ
う
に
混

乱
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
文
章
に
書
き
換
え
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

○
17
ａ
16
行　
（
葉
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
か
。

（
葉
）
周
瑜
曰
、「
大
丈
夫
一
言
既
出
、駟
馬
難
追
。
待
吾
取
不
得
時
、任
公
自
取
。」

（
劉
）　

 

瑜
曰
、「
大
丈
夫
一
言
既
出
、
駟
馬
難
追
。
何
悔
之
。」

（
嘉
）　

 

瑜
曰
、「
大
丈
夫
一
言
既
出
、
駟
馬
難
追
。
何
悔
之
有
。」

　

葉
逢
春
本
の
傍
線
部
「
待
吾
取
不
得
時
、
任
公
自
取
」（
私
が
南
郡
を
取
れ
な

か
っ
た
ら
あ
な
た
が
自
ら
取
る
に
任
せ
よ
う
）
は
、
こ
の
直
前
で
劉
備
が
「
但
恐

都
督
不
能
取
耳
」（
た
だ
都
督
が
〔
南
郡
を
〕
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
を
恐
れ

る
だ
け
で
す
）
と
言
う
の
に
対
し
、
周
瑜
が
答
え
る
「
待
我
取
不
得
南
郡
時
、
任

従
玄
徳
公
自
取
」
と
い
う
台
詞
と
重
複
し
て
い
る
。
故
に
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
の

よ
う
に
省
略
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

○
17
ｂ
７
行　
（
葉
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
か
。

（
葉
）
孔
明
大
笑
曰
、「
當
初
亮
勧
公
主
取
荊
州
、
主
公
不
聴
…
…

（
劉
）
孔
明　

笑
曰
、「
當
時　

勧
主
公
取
荊
州
、　　

不
聴
…
…

（
嘉
）
孔
明
大
笑
曰
、「
當
初
亮
勸
主
公
取
荊
州
、
主
公
不
聴
…
…

　

こ
の
前
後
、葉
逢
春
本
で
は
劉
備
に
対
す
る
呼
称
が「
主
公
」だ
っ
た
り「
公
主
」

だ
っ
た
り
す
る
が
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
で
は
「
主
公
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。

○
17
ｂ
９
行　
（
葉
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
。

（
葉
）
孔
明
曰
、「
不
須
主
公
憂
慮
、
任
教
周
瑜
去
厮
殺
、
早
晩
只
顧
教
公
主
在

南
郡
城
中
高
坐
。」

（
劉
）　
　
　
　

 

不
須
主
公
憂
慮
、
侭
着
周
瑜
去
厮
殺
、
早
晩　
　

教　

主
在
南

郡
城
中
高
坐
。」

（
嘉
）
孔
明
曰
、「
不
須
主
公
憂
慮
、
儘
着
周
瑜
去
厮
殺
、
早
晩　
　

教
主
公
在

南
郡
城
中
高
坐
。」

　

傍
線
部
、葉
逢
春
本
の
「
任
教
」
は
こ
こ
で
は
「
任
」（
～
に
任
せ
る
）
＋
「
教
」

（
使
役
）で「
～
さ
せ
る
に
任
せ
る
」と
い
う
意
に
な
る
が
、「
任
教
」に
は
別
に「
教

育
に
当
た
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
誤
読
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
劉
龍
田

本
と
嘉
靖
本
で
は
「
儘
着
」
に
書
き
換
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
波
線
部
、
葉
逢

春
本
の
「
只
顧
」
が
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
で
は
省
略
さ
れ
、簡
潔
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
二
重
傍
線
部
、前
項
と
同
様
に
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
で
は
劉
備
に
対
し
て「
公

主
」
と
い
う
語
を
使
用
し
な
い
よ
う
専
心
し
て
い
る
。
全
体
的
に
劉
龍
田
本
と
嘉

靖
本
の
文
章
の
方
が
洗
練
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

●
18
ａ
16
行　
（
葉
）
が
史
書
に
近
い
→
（
嘉
）
へ
洗
練
。
劉
龍
田
本
は
簡
本
の

た
め
比
較
で
き
ず
。

（
葉
）
陳
矯
将
為
曹
仁
只
就
那
里
箚
住
、
遥
與
牛
金
為
聲
勢
。

（
劉
）
な
し

（
嘉
）
陳
矯
欲
教
曹
仁
只
就
那
裏
住
劄
、
遥
與
牛
金
為　

勢
。

（
三
）
矯
等
以
為
仁
當
住
溝
上
、
爲
金
形
勢
也
。

『
三
國
志
演
義
』
三
系
統
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「
陳
矯
は
曹
仁
が
た
だ
そ
こ
に
留
ま
り
、
遠
く
か
ら
牛
金
の
た
め
に
威
勢
を
な

す
の
だ
と
予
想
し
た
」
と
い
う
文
章
で
あ
る
。
葉
逢
春
本
の
傍
線
部
「
将
為
」（
～

と
思
う
）
は
宋
元
期
に
用
例
の
多
い
語
で
（「
将
謂
」
と
も
通
じ
る
）、『
三
國
志
』

（
巻
九
魏
書
九
曹
仁
傳
）
の
「
以
為
」
を
『
演
義
』
成
立
当
時
の
言
葉
に
置
き
換

え
た
も
の
だ
ろ
う
。お
そ
ら
く
明
代
に
は
あ
ま
り
使
用
さ
れ
て
な
く
な
っ
て
お
り
、

「
将
に
為
さ
ん
と
す
」（
～
し
よ
う
と
す
る
）
と
誤
っ
て
読
ん
で
し
ま
い
そ
う
に
も

な
る
の
で
、
嘉
靖
本
の
よ
う
に
「
欲
教
」（
～
さ
せ
よ
う
と
す
る
）
と
読
み
や
す

く
書
き
換
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
葉
逢
春
本
の
波
線
部
「
為
聲
勢
」（
威
勢

を
な
す
）
は
『
三
國
志
』
の
「
為
金
形
勢
」
の
「
形
」
が
「
聲
」
に
訛
っ
た
結
果

と
考
え
ら
れ
る
が
、
嘉
靖
本
で
は
単
に
「
為
勢
」
と
な
っ
て
い
る
。

○
18
ｂ
５
行　
（
葉
）
→
（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
洗
練
か
。

（
葉
）（
曹
仁
）
正
遇
蒋
欽
攔
路
、
被
人
奮
武
衝
散
呉
兵
、
牛
金
助
威
、
呉
兵
大
亂
。

（
劉
）（
曹
仁
）
正
遇
蒋
欽
攔
路
、
被
仁　
　

殺
散　
　

、　　
　
　
　

呉
兵
大
乱
。

（
嘉
）（
曹
仁
）
正
遇
蒋
欽
攔
路
、　

仁
奮
力
衝
散　
　

、
牛
金
助
威
。

　

傍
線
部
、
葉
逢
春
本
の
文
章
は
「
曹
仁
は
勇
ま
し
く
戦
っ
て
呉
兵
を
蹴
散
ら
し

た
」
と
解
釈
さ
れ
る
が
（
但
し
「
仁
」
を
「
人
」
と
誤
っ
て
い
る
）、
被
害
の
ニ

ュ
ア
ン
ス
を
表
す「
被
」の
字
を
受
身
に
誤
読
し
そ
う
に
な
る
。
劉
龍
田
本
は「
被
」

を
受
身
形
と
し
て
書
き
換
え
る
こ
と
で
読
み
や
す
く
し
て
お
り
、
嘉
靖
本
で
は
も

は
や
「
被
」
は
省
略
さ
れ
て
単
な
る
能
動
文
と
な
っ
て
い
る
。
逆
に
葉
逢
春
本
の

よ
う
に
読
み
に
く
く
書
き
換
え
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
か
ろ
う
。
葉
逢
春
本

は
読
み
物
と
し
て
の
文
章
力
が
稚
拙
で
、
劉
龍
田
本
、
そ
し
て
嘉
靖
本
へ
と
文
章

が
洗
練
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

○
18
ｂ
９
行　
（
葉
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
。

（
葉
）
甘
寧
出
曰
、「
…
…
将
軍
然
後
可
取
南
郡
也
。」

（
劉
）
甘
寧　

曰
、「
…
…
都
督　
　

可
取
南
郡　

。」

（
嘉
）
甘
寧
出
曰
、「
…
…
都
督
然
後
可
取
南
郡
也
。」

　

葉
逢
春
本
は
こ
こ
で
は
周
瑜
に
対
す
る
呼
称
を
「
将
軍
」
と
す
る
が
、
劉
龍
田

本
と
嘉
靖
本
は
前
後
を
含
め
て
「
都
督
」
で
統
一
す
る
。

○
19
ａ
２
行　
（
葉
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
か
。

（
葉
）
探
子
飛
報
将
周
瑜
寨
中
來
、
説
…
…

（
劉
）
探
軍
飛
報　

周
瑜
。

（
嘉
）
探
馬
飛
報　

周
瑜　
　

備　

説
…
…

　

葉
逢
春
本
に
だ
け
「
将
」
の
字
が
あ
る
が
、「
動
詞
＋
将
＋
方
向
補
語
」
の
「
将
」

は
特
に
意
味
が
無
く
、
読
み
物
の
文
章
と
し
て
は
必
要
無
い
う
え
、
明
代
以
降
用

例
が
減
少
す
る
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
で
省
略
さ
れ
た
も
の

と
み
ら
れ
る
。

○
19
ａ
９
行　
（
葉
）
→
（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
洗
練
か
。

（
葉
）
瑜　

喜
、
留
兵
萬
人
付　

凌
統
、
即
時
盡
起
、
投
奔
夷
陵
來
。

（
劉
）
瑜　

喜
、
留
兵
萬
人
付　

凌
統
、
即
日
起
兵
、　

奔
夷
陵
来
。

（
嘉
）
瑜
大
喜
、
留
兵
萬
餘
付
與
凌
統
、
即
日
起
兵
、
投　

夷
陵
来
。

　

劉
龍
田
本
の
傍
線
部
の
文
字
は
葉
逢
春
本
と
一
致
し
、
波
線
部
の
文
字
は
嘉
靖

本
と
一
致
す
る
。
劉
龍
田
本
は
葉
逢
春
本
と
嘉
靖
本
の
中
間
段
階
の
テ
キ
ス
ト
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
葉
逢
春
本
の
波
線
部
「
盡
起
」
は
目
的
語
が
無
く
や

や
舌
足
ら
ず
で
あ
り
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
で
は
「
起
兵
」
と
読
み
や
す
く
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
葉
逢
春
本
が
最
も
古
い
形
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
二
点
を

総
合
し
て
考
え
る
と
、
葉
逢
春
本
か
ら
劉
龍
田
本
へ
第
一
段
階
の
洗
練
、
さ
ら
に
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嘉
靖
本
へ
第
二
段
階
の
洗
練
が
施
さ
れ
た
と
わ
か
る
。

○
19
ａ
16
行　
（
葉
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
か
。

（
葉
）
寧
下
令
令
軍
士
厳
粧
飽
食
。

（
劉
）
寧
傳
令
教
軍
士
厳
粧
飽
食
。

（
嘉
）
寧
傳
令
教
軍
士
厳
粧
飽
食
。

　

傍
線
部
は
ど
ち
ら
が
古
い
形
か
判
断
が
つ
か
な
い
が
、
波
線
部
は
葉
逢
春
本
だ

と
「
令
」
が
二
字
続
い
て
読
み
に
く
い
た
め
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
で
「
教
」
に

書
き
換
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

○
19
ｂ
９
行　
（
葉
）
→
（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
洗
練
か
。

（
葉
）
何
不
拆
開
丞
相
留
下
計
策
。

（
劉
）
何
不
拆
開
丞
相
所
遺
計
策
。

（
嘉
）
何
不
拆
開
丞
相　

遺
計　

觀
之
。

　

葉
逢
春
本
の
文
章
で
も
意
味
は
わ
か
る
が
、「
丞
相
留
下
計
策
」
は
名
詞
で
は

な
い
の
で「
拆
開
」の
目
的
語
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
劉
龍
田
本
で
は「
丞

相
所
遺
計
策
」（
丞
相
が
遺
し
た
計
策
）
と
名
詞
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
拆
開
」

の
目
的
語
と
し
て
適
当
で
あ
り
、
文
法
的
に
洗
練
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
さ
ら

に
嘉
靖
本
で
は
「
丞
相
遺
計
」
と
簡
に
し
て
要
を
得
た
文
章
と
な
っ
て
い
る
。

　

前
論
「『
三
國
志
演
義
』
三
系
統
の
版
本
の
継
承
関
係
―
劉
龍
田
本
を
手
が
か

り
に
ー
」
＊
９
で
は
特
に
孔
明
の
南
征
の
部
分
の
例
を
挙
げ
、『
演
義
』
後
半
に
つ

い
て
は
原
演
義
か
ら
簡
本
系
祖
本
へ
の
過
程
で
第
一
段
階
の
書
き
換
え
が
施
さ
れ

て
い
た
と
指
摘
し
た
が
、『
演
義
』
中
盤
に
お
い
て
も
同
様
の
状
況
が
生
じ
て
い

た
の
で
あ
る
。
そ
の
改
訂
者
の
目
的
は
、
原
演
義
の
文
章
の
解
釈
し
に
く
い
部
分

や
誤
読
し
か
ね
な
い
部
分
を
読
み
や
す
く
す
る
、
或
い
は
無
駄
な
文
字
の
省
略
と

い
っ
た
、
読
み
物
と
し
て
の
文
章
の
洗
練
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

ち
な
み
に
嘉
靖
本
の
み
が
異
な
る
例
を
ほ
と
ん
ど
挙
げ
な
か
っ
た
の
は
決
し
て

意
図
的
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
「
兵
」
が
「
軍
」
に
な
っ
て
い
る
（
そ

の
逆
も
あ
り
）、「
在
」
が
「
於
」
に
な
っ
て
い
る
（
そ
の
逆
も
あ
り
）、「
程
普
・

魯
肅
」
な
ど
名
前
の
序
列
が
「
魯
肅
・
程
普
」
と
逆
に
な
っ
て
い
る
、「
交
」
が
「
教
」

に
な
っ
て
い
る
、「
而
」「
之
」
の
有
無
と
い
っ
た
定
型
的
な
異
同
が
主
で
あ
っ
た

た
め
、
こ
こ
で
は
取
り
立
て
て
言
及
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
で

挙
げ
た
例
か
ら
も
嘉
靖
本
が
劉
龍
田
本
よ
り
さ
ら
に
洗
練
さ
れ
た
本
文
と
な
っ
て

い
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。

　
　

三
．
終
盤

　

中
盤
に
お
い
て
は
ま
だ
劉
龍
田
本
は
嘉
靖
本
よ
り
葉
逢
春
本
に
近
い
が
、終
盤
、

劉
備
の
死
の
あ
た
り
か
ら
異
同
の
状
況
が
さ
ら
に
大
き
く
変
わ
る
。
劉
備
は
関
羽

の
仇
を
討
つ
た
め
大
軍
を
興
し
呉
へ
侵
攻
す
る
が
、
呉
の
大
都
督
、
陸
遜
に
敗
れ

白
帝
城
へ
敗
走
す
る（
夷
陵
の
戦
い
）。こ
の
第
一
六
七
則「
劉
先
主
夜
走
白
帝
城
」・

第
一
六
八
則
「
八
陣
圖
石
伏
陸
遜
」
ま
で
は
中
盤
と
同
様
、
劉
龍
田
本
は
葉
逢
春

本
に
近
い
な
が
ら
嘉
靖
本
と
一
致
す
る
字
句
も
あ
る
と
い
う
異
同
の
状
況
が
続
い

て
い
る
。
こ
れ
が
第
一
六
九
則
「
白
帝
城
先
主
託
孤
」（
劉
備
の
死
）
か
ら
一
変

し
て
、
嘉
靖
本
に
一
致
す
る
字
句
が
一
気
に
増
加
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
具

体
的
な
数
字
で
示
す
と
、

○
第
一
六
七
則
「
劉
先
主
夜
走
白
帝
城
」

　
（
葉
）（
劉
）
／
（
嘉
）
…
五
七
三
字
、（
葉
）
／
（
劉
）（
嘉
）
…
九
六
字
。

『
三
國
志
演
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○
第
一
六
八
則
「
八
陣
圖
石
伏
陸
遜
」

　
（
葉
）（
劉
）
／
（
嘉
）
…
二
四
三
字
、（
葉
）
／
（
劉
）（
嘉
）
…
五
九
字
。

○
第
一
六
九
則
「
白
帝
城
先
主
託
孤
」

　
（
葉
）（
劉
）
／
（
嘉
）
…
二
九
六
字
、（
葉
）
／
（
劉
）（
嘉
）
…
二
一
九
字
。

○
第
一
七
〇
則
「
曹
丕
五
路
下
西
川
」

　
（
葉
）（
劉
）
／
（
嘉
）
…
二
九
一
字
、（
葉
）
／
（
劉
）（
嘉
）
…
二
五
〇
字
。

※
（
葉
）（
劉
）
／
（
嘉
）
は
葉
逢
春
本
と
嘉
靖
本
が
異
な
り
、
且
つ
劉
龍
田
本

が
葉
逢
春
本
に
一
致
し
て
い
る
文
字
。（
葉
）
／
（
劉
）（
嘉
）
は
嘉
靖
本
に

一
致
し
て
い
る
文
字
。

と
い
う
よ
う
に
、
第
一
六
九
則
「
白
帝
城
先
主
託
孤
」
以
降
、
劉
龍
田
本
が
葉
逢
春

本
に
一
致
す
る
文
字
と
嘉
靖
本
に
一
致
す
る
文
字
の
割
合
は
ほ
ぼ
同
等
と
な
る
。

但
し
終
盤
の
異
同
の
状
況
は
か
な
り
複
雑
で
あ
り
、
葉
逢
春
本
と
劉
龍
田
本
の
異

同
が
非
常
に
少
な
い
部
分
も
存
在
す
る
（
現
在
校
勘
し
た
限
り
で
は
第
二
〇
五
則

「
孔
明
火
焼
木
柵
寨
」
と
第
二
〇
六
則
「
孔
明
秋
夜
祭
北
斗
」〔
孔
明
の
死
〕
や
、

第
二
三
五
則
「
蜀
後
主
輿
襯
出
降
」
の
序
盤
〔
蜀
の
降
魏
の
冒
頭
〕
が
そ
れ
に
当

た
る
）。
こ
の
怪
奇
な
状
況
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

以
下
に
第
二
三
五
則
「
蜀
後
主
輿
襯
出
降
」
～
第
二
四
〇
則
「
王
濬
計
取
石
頭

城
」
か
ら
顕
著
な
異
同
を
全
て
列
挙
し
、
継
承
関
係
を
考
察
す
る
（
葉
逢
春
本
が

缼
の
た
め
余
象
斗
雙
峰
堂
本
〔
以
下
余
象
斗
本
と
略
称
〕
で
代
用
し
た
）。
こ
の

部
分
の
本
文
は
た
だ
史
書
の
文
章
を
繋
げ
た
だ
け
の
よ
う
な
文
章
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ど
の
版
本
が
最
も
史
書
の
文
章
に
近
い
か
、
或
い
は
洗
練
さ
れ
て
史
書
か
ら

遠
ざ
か
っ
て
い
る
か
を
基
準
と
し
て
、
継
承
関
係
を
よ
り
確
実
に
導
き
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
文
学
的
な
味
わ
い
に
は
乏
し
い
部
分
で
は
あ
る
が
、
版
本
の
継
承
関

係
を
導
き
出
す
に
は
う
っ
て
つ
け
と
い
え
る
。
以
下
の
考
察
を
以
て
、
劉
龍
田
本

が
葉
逢
春
本
（
正
確
に
は
原
演
義
）
か
ら
嘉
靖
本
へ
至
る
中
間
段
階
の
版
本
の
様

相
を
残
し
て
い
る
と
い
う
提
唱
は
い
っ
そ
う
説
得
力
を
増
す
だ
ろ
う
（
特
に
●
で

示
し
た
の
が
史
書
と
の
影
響
関
係
が
あ
る
異
同
）。

【
第
二
三
五
則　

蜀
後
主
輿
襯
出
降
】（
余
象
斗
本
巻
二
十
）

●
15
ａ
５
行　
（
余
）（
劉
）
が
史
書
に
近
い
→
（
嘉
）
へ
洗
練
。

（
余
）
呉
主
差
大
将　

丁
奉
向
壽
春
。
丁
封
・
孫
異
向
沔
中
二
路
兵
發
。

（
劉
）
呉
主
差
大
将
軍
丁
奉
向
壽
春
。
丁
封
・
孫
異
向
沔
中
二
路
兵
来
救
援
。

（
嘉
）　

休
命
大
将
軍
丁
奉
督
兵
回
壽
春
、
又
命
孫
異
引
兵
會
合
丁
奉
俱
向
沔
中
救

應
。
兵
已
發
。

（
綱
）
呉
使
大
將
軍
丁
奉
向
壽
春
、
丁
封
・
孫
異
向
沔
中
以
救
漢
。

　

余
象
斗
本
と
劉
龍
田
本
は
史
書
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
嘉
靖
本
に
は
丁
封
の

名
が
無
く
（
丁
奉
と
音
が
同
一
の
た
め
混
乱
を
避
け
削
除
か
）、
全
体
的
に
史
書

か
ら
離
れ
た
文
章
と
な
っ
て
い
る
。

○
15
ａ
６
行　
（
余
）→（
嘉
）へ
洗
練
か
。(

劉)

は
ど
ち
ら
の
簡
本
か
判
断
つ
か
ず
。

（
余
）
却
説
鄧
艾
既
得
綿
竹
、
使
人
哨
到
城
都
界
口
。
後
主
聴
知
諸
葛
瞻
父
子
已

亡
。

（
劉
）
後
主
知
諸
葛
瞻
父
子
已
亡
。

（
嘉
）
却
説
後
主
在
成
都
聴
知
鄧
艾
取
了
綿
竹
、
諸
葛
瞻
父
子
已
亡
。

　

嘉
靖
本
は
簡
に
し
て
要
を
得
た
文
章
に
な
っ
て
い
る
。

○
15
ａ
７
行 
（
余
）（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
増
補
か
、（
嘉
）
→
（
余
）（
劉
）
へ
簡

略
化
か
判
断
つ
か
ず
。

京
都
府
立
大
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（
余
）
近
臣
奏
曰
、「
成
都
郷
外
百
姓
扶
老
繋
幼
、
哭
声
振
天
、
逃
生
而
去
。
兵

微
将
寡
、
難
以
迎
敵
。

（
劉
）
近
臣
奏
曰
、「
成
都　
　

百
姓
扶
老
繋
幼
、
哭
声
振
天
、
逃
生
而
去
。
軍

微
将
弱
、
難
以
迎
敵
。

（
嘉
）
近
臣
奏
曰
、「
城
外
百
姓
扶
老
携
幼
、哭
聲
大
震
、各
逃
生
性
。」
後
主
大
驚
。

忽
哨
馬
報
到
説
、魏
兵
将
近
城
下
。
多
官
議
曰
、「
軍
微
将
寡
、難
以
迎
敵
。

　

嘉
靖
本
の
傍
線
部
が
余
象
斗
本
と
劉
龍
田
本
に
は
無
い
。

●
15
ａ
８
行　
（
余
）（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
史
書
を
参
照
し
て
改
訂
か
。

（
余
）
不
如
棄
成
都
、
奔
走
南
中
、
問
蛮
主
借
兵
来
。

（
劉
）
不
如
棄
城　

、　　
　
　
　

投
蛮
主
借
兵
来
。

（
嘉
）
不
如　

成
都
、
奔　

南
中
七
郡
險
峻
、
可
以
自
守
、
就
借
蠻
兵　

。

（
三
）
或
以
爲
南
中
七
郡
、
阻
險
斗
絶
、
易
以
自
守
、
宜
可
奔
南
。

　

傍
線
部
、
嘉
靖
本
が
史
書
に
近
い
。
次
々
項
で
指
摘
す
る
よ
う
に
嘉
靖
本
に
は

こ
の
前
後
で
史
書
を
参
照
し
て
改
変
を
施
し
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

こ
で
も
史
書
を
参
照
し
て
改
訂
を
施
し
た
可
能
性
が
高
い
。

○
15
ａ
９
行　
（
余
）（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
洗
練
か
。

（
余
）
近
臣
又
奏
曰
、「
事
急
矣
。
若
不
投
南　

、
可
投
東
呉
為
上
。」

（
劉
）
近
臣
又
奏
曰
、「
事
危
矣
。
若
不
投
南
蛮
、
可
投
東
呉
為
上
。」

（
嘉
）
文
武
又
奏
曰
、「
蜀
呉
既
已
同
盟
、
今
事
急
矣
、
可
以
投
之
。」

　

嘉
靖
本
の
方
が
論
理
的
で
洗
練
さ
れ
た
文
章
に
思
わ
れ
る
。

●
15
ａ
11
行　
（
余
）（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
史
書
か
ら
譙
周
の
台
詞
と
疏
を
増
補
。

（
余
）
譙
周
又
諫
曰
、「　
　

自
古
以
来
…
…
是
両
番
之
辱
也
。
臣
意
不
若
降
魏

為
上
。」

（
劉
）
譙
周　
　

曰
、「
臣
聞
自
古
以
来
…
…
是
両
次
之
辱
也
。
愚
意
不
若
降
魏

為
上
。」

（
嘉
）　　

周
又
諫
曰
、「　
　

自
古
以
来
…
…
是
兩
番
之
辱
矣
。
今
呉
未　

、
勢

不
得
不
受
、
禮
不
得
不
屈
。
若
陛
下
降
魏
、
魏
不
裂
土
封
之
。
臣
請
詣
京

師
、
以
爭
之
。」
乃
上
䟽
曰
、「
光
禄
大
夫
譙
周
、
切
惟
、
陛
下
以
北
兵
深

入
、
有
欲
適
南
之
計
、
臣
愚
以
為
不
安
。
…
…
若
奔
南
方
、
必
因
人
勢
衰

…
…
其
禍
必
深
。
易
云
…
…
豈
所
樂
哉
、
不
得
已
也
。」

（
三
）
惟
周
以
爲
、「
自
古
以
來
…
再
辱
之
恥
何
與
一
辱
。
…
」
…
周
曰
、「
方
今

東
呉
未
賓
、
事
勢
不
得
不
受
、
之
後
、
不
得
不
禮
。
若
陛
下
降
魏
、
魏
不

裂
土
以
封
陛
下
者
、
周
請
身
詣
京
都
、
以
古
義
爭
之
。」
衆
人
無
以
易
周

之
理
。
後
主
猶
疑
於
入
南
、
周
上
疏
曰
、「
或
説
陛
下
以
北
兵
深
入
、
有

欲
適
南
之
計
、
臣
愚
以
爲
不
安
。
…
…
若
奔
南
方
、
必
因
人
勢
衰
…
…
其

禍
必
深
。
易
云
…
…
豈
所
樂
哉
、
不
得
已
也
。」

　

三
本
共
に
傍
線
部
の
譙
周
の
台
詞
は
史
書
に
拠
っ
た
も
の
だ
が
、
波
線
部
は
余

象
斗
本
と
劉
龍
田
本
で
は
独
自
の
文
、
嘉
靖
本
は
史
書
に
見
え
る
も
う
一
つ
の
譙

周
の
台
詞
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
点
線
部
の
譙
周
の
疏
も
史
書
か
ら

取
り
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
三
國
志
』の
点
線
部
に
含
ま
れ
る「
若
奔
南
方
」「
其

禍
必
深
」
を
縮
め
た
と
思
わ
れ
る
「
若
投
之
、
必
遭
其
禍
」
と
い
う
文
面
が
こ
の

直
前
の
譙
周
の
台
詞
の
中
に
既
に
出
て
お
り
、
嘉
靖
本
は
こ
こ
で
点
線
部
を
二
重

に
利
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
嘉
靖
本
は
既
出
の
「
若
投
之
、
必
遭
其
禍
」
が

点
線
部
を
要
約
し
た
も
の
と
気
付
か
ず
、
再
び
史
書
を
参
照
し
て
点
線
部
を
取
り

入
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

●
15
ｂ
６
行　
（
余
）『
三
國
志
』
に
拠
る
→
（
劉
）
へ
史
書
を
参
照
し
て
増
補
→

『
三
國
志
演
義
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（
嘉
）へ
史
書
を
参
照
し
て
改
訂
か
。

（
余
）
便
死
社
稷
、
以
報
先
君
、
可
也
。

（
劉
）　　
　
　
　
　

以
報
先
君
、
可
也
。
豈
肯
降
乎
。

（
嘉
）
同
死
社
稷
、
以
見
先
帝
、
可
也
。
奈
何
降
乎
。

（
三
注
）
同
死
社
稷
、
以
見
先
帝
、
可
也
。

（
資
）（
綱
）（
蜀
）
同
死
社
稷
、
以
見
先
帝
、
可
也
。
奈
何
降
乎
。

　

別
論
に
述
べ
る
こ
と
だ
が
、
蜀
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
ほ
ぼ
『
三
國
志
』
及

び
裴
松
之
注
が
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
の
で
＊
10
、『
三
國
志
』

裴
松
之
注
と
同
じ
く
傍
線
部
の
句
が
無
い
余
象
斗
本
が
最
も
原
演
義
に
近
い
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
『
資
治
通
鑑
』『
綱
目
』『
蜀
漢
本
末
』
な
ど
を
参
照
し
て
「
奈

何
降
乎
」（
劉
龍
田
本
で
は
「
豈
肯
降
乎
」
と
訛
字
）
が
増
補
さ
れ
た
結
果
が
劉

龍
田
本
と
嘉
靖
本
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
嘉
靖
本
は
再
び
史
書
を
参
照
し
、
網
掛
部

の
文
字
も
完
全
に
史
書
に
一
致
す
る
よ
う
改
訂
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
わ
ざ
わ
ざ

史
書
を
参
照
し
て
校
訂
す
る
ほ
ど
の
異
同
か
と
疑
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は

劉
備
の
孫
で
あ
る
劉
諶
が
社
稷
の
た
め
に
命
を
捨
て
て
も
魏
と
戦
お
う
と
す
る
と

い
う
『
演
義
』
の
根
幹
的
精
神
を
表
す
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
、『
全

相
平
話
三
國
志
』
に
も
見
え
る
有
名
か
つ
重
要
な
話
だ
っ
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、

史
書
通
り
の
文
面
に
し
な
け
れ
ば
と
い
う
意
志
が
働
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

○
15
ｂ
７
行
（
余
）
→
（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
洗
練
か
。

（
余
）
吾
祖
翁　

不
容
易
得
天
下
。

（
劉
）
吾
祖
翁　

非
容
易
得
社
稷
。

（
嘉
）
吾
祖
公
公
非
容
易
創
立
基
業
。

　

劉
龍
田
本
の
傍
線
部
は「
翁
」が
余
象
斗
本
に
一
致
、「
非
」が
嘉
靖
本
に
一
致
し
、

余
象
斗
本
と
嘉
靖
本
の
中
間
段
階
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
波
線
部
は
余
象
斗
本
か

ら
嘉
靖
本
へ
洗
練
さ
れ
た
口
調
に
な
っ
て
い
る
。

●
15
ｂ
11
行　
（
余
）（
劉
）
が
史
書
に
近
い
→
（
嘉
）
へ
洗
練
か
。

（
余
）
遣
侍
中
張
昭マ

マ

・
駙
馬
都
尉
鄧
良
、
賚
降
欵
并
璽
綬
、
詣
鄧
艾
軍
前
投
降

…
…
艾
使
人
遠
接
、
ヒ
着
張
昭マ

マ

・
鄧
良
、
直
至
継
城
、
二
人
拜
於
階
下

…
…
（
鄧
艾
）
重
待
張
昭マ

マ

・
鄧
良
二
人
、
即
時
答
書
、
送
二
人
回
成
都

…
…
張
昭マ

マ

・
鄧
良
回
見
後
主
。

（
劉
）
令
侍
中
張
紹
・
駙
馬
都
尉
鄧
良
、
賚
降
書　
　
　
　
　
　
　
　
　

投
降

…
…
艾
令
人
遠
接
、　　
　
　

紹
・　

良
、　　
　
　
　

二
人
拜
于
堦
下

…
…
（
鄧
艾
）
重
待
張
紹
。
鄧
艾マ

マ　
　

、
即
時
答
書
、　

二
人
回
成
都

…
…　
　
　
　
　
　

見
後
主
。

（
嘉
）　

遣
私
署
侍
中
張
紹
・
駙
馬
都
尉
鄧
良
、
同
周
齎
玉
璽
来
雒
城
請
降
…
…
艾

大
喜
、
不
時
張
紹
等
至
、
艾
令
人
迎
入
、
三
人
拜
伏
於
堦
下
…
…
（
鄧
艾
）

重
待
張
紹
等
、
艾
作
書
、
與
三
人
齎
回
成
都
…
…
三
人
拜
辭
鄧
艾
、
逕
還

成
都
、
入
見
後
主
。

（
三
）
紹
・
良
與
艾
相
遇
於
雒
縣
。
艾
得
書
、
大
喜
、
即
報
書
、
遣
紹
・
良
先
還
。」

①
網
掛
部
、
鄧
艾
の
元
へ
詣
で
る
の
は
、
余
象
斗
本
と
劉
龍
田
本
で
は
史
書
と
同

じ
く
張
紹
と
鄧
良
の
二
人
、
嘉
靖
本
で
は
譙
周
を
加
え
た
三
人
と
な
っ
て
い
る
。

嘉
靖
本
は
譙
周
に
つ
い
て
台
詞
を
改
訂
し
た
り
疏
を
増
補
し
て
い
る
こ
と
は
先
述

し
た
通
り
で
、
こ
こ
で
も
譙
周
の
登
場
箇
所
を
増
や
し
て
『
演
義
』
に
お
け
る
譙

周
の
地
位
を
上
げ
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。

②
傍
線
部
と
波
線
部
、
余
象
斗
本
と
劉
龍
田
本
の
文
章
は
稚
拙
で
読
み
に
く
く
、

嘉
靖
本
は
簡
に
し
て
要
を
得
た
洗
練
さ
れ
た
文
章
と
な
っ
て
い
る
。

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
五
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●
16
ｂ
２
行
（
劉
）（
嘉
）
→
（
余
）
へ
簡
略
化
か
。

（
余
）
後
主
見
書
大
喜
、
遣
尚
書
李
虎
送
所
轄
地
圖
・
文
籍
…
…
男
女
九
十
四
万
、

帯
甲
将
士
十
万
二
千
…
…
金
銀
錦
綺
綵
絹
珠
玉
、
皆
在
庫
蔵
、
不
及
見
数
。

（
劉
）
後
主
見
書
大
喜
、
即
令
大
僕
蒋
顕
賚
勅
、
令
姜
維
早
降
、
又
令
尚
書
郎
李

虎
送　
　
　
　
　

文
簿
與
艾
…
…
男
女
九
十
四
萬
、
帯
甲
将
士
十
萬
二
千

…
…
金
銀
二
十
斤
、　

綺
綵
絹　

二
十
萬
匹
、
餘
物
在
庫
、
不
計
其
数
。

（
嘉
）
後
主
看
畢
大
喜
、
即
遣
太
僕
蒋
顯
齎
勅
、
令
姜
維
早
降
、　

遣
尚
書
郎
李

虎
送　
　
　
　
　

文
簿
與
艾
…
…
男
女
九
十
四
萬
、
帯
甲
将
士
十
萬
二
千

…
…
金
銀
二
千
斤
、
錦
綺
綵
絹
各
二
十
萬
疋
、
餘
物
在
庫
、
不
及
具
数
。

（
三
注
）
禪
又
遣
太
常
張
峻
・
益
州
別
駕
汝
超
受
節
度
、
遣
太
僕
蔣
顯
有
命
敕
姜

維
。
又
遣
尚
書
郎
李
虎
送
士
民
簿
…
…
男
女
口
九
十
四
萬
、
帯
甲
將
士
十

萬
二
千
…
…
金
銀
各
二
千
斤
、
錦
綺
綵
絹
各
二
十
萬
匹
、
餘
物
稱
此
。

①
傍
線
部
、
余
象
斗
本
は
「
李
虎
を
し
て
地
図
と
文
籍
を
送
ら
せ
た
」
と
あ
る
の

み
で
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
に
は
「
蒋
顕
を
し
て
姜
維
に
敕
を
遣
っ
た
」
と
い
う

史
書
と
同
じ
記
述
も
あ
る
。
但
し
三
本
共
に
次
葉
に
「
又
遣
大
僕
蒋
顕
出
招
姜
維

等
」（
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
で
は
「
蒋
顕
」
で
は
な
く
単
に
「
人
」）
と
い
う
同
内

容
の
文
が
あ
る
。
誤
っ
て
二
重
に
な
っ
て
い
た
の
を
余
象
斗
本
が
削
っ
た
と
も
考

え
ら
れ
る
し
、
史
書
を
参
照
し
て
補
っ
た
結
果
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
で
は
二
重
に

な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

②
波
線
部
は
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
の
文
章
が
史
書
に
近
く
、
余
象
斗
本
は
簡
略
な

文
章
と
な
っ
て
い
る
。
わ
ざ
わ
ざ
史
書
を
参
照
し
て
改
訂
す
る
必
要
が
あ
る
ほ
ど

重
要
な
内
容
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
が
原
演
義
に
近
く
、
余

象
斗
本
が
簡
略
化
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

○
16
ｂ
６
行　
（
余
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
か
。

（
余
）
魏
兵
在
外
、
主
上
送
納
降
欵
。

（
劉
）
魏
兵
将
近
、
父
王
寫
納
降
書
。

（
嘉
）
魏
兵
将
近
、
父
王
已
納
降
欵
。

　

劉
諶
か
ら
劉
禅
へ
の
台
詞
で
あ
る
か
ら
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
の
よ
う
に
「
父

王
」
と
呼
び
か
け
る
方
が
自
然
で
洗
練
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

○
16
ｂ
７
行　
（
余
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
か
。

（
余
）
汝
當
先
殺
於
我
、
你
死
亦
未
遅
…
…
汝
之
事
父
、
我
之
事
夫
。
其
義
一
也
。

（
劉
）
妾
請
先
死
、　　

王
死　

未
遅
…
…
王
死
事
父
、
妾
死
事
夫
、
其
義
皆
然
。

（
嘉
）
妾
請
先
死
、　　

王
死　

未
遅
…
…
王
死
事
父
、
妾
死
事
夫
、
其
義
皆
然
。

　

余
象
斗
本
は
稚
拙
だ
っ
た
り
口
語
的
だ
っ
た
り
す
る
が
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本

は
全
体
的
に
洗
練
さ
れ
た
口
調
と
な
っ
て
お
り
、
劉
諶
の
妻
の
台
詞
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
。

○
16
ｂ
14
行　
（
余
）（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
史
書
か
ら
蕭
常
の
論
を
増
補
か
（『
蜀

漢
本
末
』）。

（
余
）
な
し

（
劉
）
な
し

（
嘉
）
蕭
常
論
曰
…
…
尚
庶
幾
不
亡
、
悲
夫
。

○
16
ｂ
15
行　
（
余
）
→
（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
洗
練
か
。「
扶
起
後
主
」
は
余
象
斗

本
が
省
略
の
可
能
性
も
あ
り
。

（
余
）
次
日
君
臣
面
縛
同
出
、
左
右
扶
輿
襯
…
…
鄧
艾
大
軍
已
到
、
見
蜀　

君
臣

伏
道
。
艾
下
馬
、　　
　

親
觧
其
縛
焼
襯
、
乗
輿
襯
與
後
主
同
入
成
都
。

（
劉
）
次
日
君
臣
面
縛　
　
　

左
右
扶
輿
襯
…
…
鄧
艾　
　
　
　

、
見
後
主
君
臣

『
三
國
志
演
義
』
三
系
統
の
版
本
の
継
承
関
係

一
六
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伏
道
。
艾
下
馬
扶
起
後
主
、
親
釋
其
縛
焚
其
輿
襯
、　

與
後
主
並
車
入
城
。

（
嘉
）
次
日
魏
兵
大
至
、
後
主
率
太
子
諸
王
及
群
臣
六
十
餘
人
、
面
縛
輿
襯　
　

…
…
鄧
艾　
　

扶
起
後
主
、
親
觧
其
縛
焚
其
輿
襯
、　　
　
　

並
車
入
城
。

　

劉
龍
田
本
は
基
本
的
に
余
象
斗
本
に
一
致
す
る
が
、点
線
部
の「
焚
其
輿
襯
」「
並

車
入
城
」
と
い
う
文
面
は
嘉
靖
本
に
一
致
し
、
余
象
斗
本
よ
り
洗
練
さ
れ
た
口
調

に
感
じ
ら
れ
る
。
余
象
斗
本
か
ら
劉
龍
田
本
、
劉
龍
田
本
か
ら
嘉
靖
本
へ
洗
練
を

目
的
と
し
た
書
き
換
え
が
施
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

○
17
ａ
６
行　

基
本
的
に
（
余
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
か
。

（
余
）
蜀
人
香
花
燈
燭
迎
門
而
接
。
艾
差
官
分
投
出
榜
安
民
、
交
割
倉
庫
、
権
加

後
主
為
驃
騎
将
軍
、
其
餘
官
員
別
聴
明
降
。

（
劉
）
成
都
之
人
皆
香
花
燈
燭
迎
接
。
艾
拜
後
主
為
驃
騎
将
軍
、
太
子
為
奉
車
都

尉
、
諸
王
皆
為
駙
馬
都
尉
、
文
武
各
ゝ
陞
聀
、
後
主
還
宮
。
出
榜
安
民
。

（
嘉
）
於
是
成
都
之
人
皆
以
香
花
而
迎
。
艾
拜
後
主
為
驃
騎
将
軍
、
太
子
為
奉
車

都
尉
、
諸
王
皆
為
駙
馬
都
尉
、
文
武
各
隨
高
下
拜
官
、
請
後
主
還
宮
、
出

榜
安
民
、
交
割
倉
庫
。

①
鄧
艾
が
成
都
へ
入
場
し
た
場
面
で
あ
る
か
ら
、
傍
線
部
は
余
象
斗
本
の
よ
う
に

「
蜀
人
」
と
す
る
よ
り
も
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
の
よ
う
に
「
成
都
之
人
」
と
す
る

方
が
ふ
さ
わ
し
い
。
余
象
斗
本
の
二
重
傍
線
部
に
は
「
明
降
」（
は
っ
き
り
と
し

た
裁
決
）
と
い
う
元
代
に
多
用
さ
れ
て
い
た
語
彙
が
使
わ
れ
て
お
り
、
古
い
文
体

を
残
し
て
い
る
。
網
掛
部
の
位
置
が
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
で
最
後
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
後
主
や
諸
王
に
関
す
る
記
述
の
方
が
重
要
で
先
に
述
べ
る
べ
き
と
い
う
意

識
が
働
き
、
改
変
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
全
体
的
に
余
象
斗
本
が
原
演
義
に

近
く
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
に
は
書
き
換
え
が
施
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

②
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
の
波
線
部
「
太
子
為
奉
車
都
尉
」
が
余
象
斗
本
と
嘉
靖
本

に
無
い
の
は
簡
略
化
さ
れ
た
た
め
か
。

●
17
ａ
７
行　
（
余
）（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
史
書
に
拠
り
校
訂
か
、（
嘉
）
が
史
書

に
近
い
→
（
余
）（
劉
）
へ
省
略
か
判
断
つ
か
ず
。

（
余
）
艾
欲
収
黄
皓
殺
之
。
皓
将
金
錦
厚
賂
左
右
、
因
此
得
免
。
艾　

遣
太
常
張

俊マ
マ

…
…
出
招
姜
維
等
。

（
劉
）
艾　

将
黄
皓
殺
之
。
皓
将
金
寳
厚
賂
左
右
、
因
此
得
免
。
艾
又
使
太
常
張

峻
…
…
説
姜
維
来
降
。

（
嘉
）
又
令
太
常
張
峻
…
…
説
姜
維
歸
降
。
艾
聞
黄
皓
姦
險
、
欲
捉
来
、
斬
之
。

皓
用
金
寳
賂
其
左
右
、
因
此
得
免
。

（
三
）
及
鄧
艾
至
蜀
、
聞
皓
姦
險
、
收
閉
、
將
殺
之
、
而
皓
厚
賂
艾
左
右
、
得
免
。

①
網
掛
部
の
位
置
が
嘉
靖
本
の
み
異
な
る
が
、
ど
ち
ら
が
原
演
義
に
近
い
か
は
判

断
つ
か
ず
。
こ
の
前
後
の
段
で
は
こ
の
よ
う
な
文
章
の
位
置
の
異
同
が
非
常
に
多

い
。

②
傍
線
部
、
嘉
靖
本
に
は
史
書
に
近
い
「
姦
險
、
捉
来
」
の
字
が
あ
る
。
余
象
斗

本
と
劉
龍
田
本
が
原
演
義
に
近
く
、
史
書
を
参
照
し
て
改
訂
し
た
結
果
嘉
靖
本
の

よ
う
な
文
章
に
な
っ
た
の
か
、
嘉
靖
本
が
原
演
義
に
近
く
余
象
斗
本
と
劉
龍
田
本

が
省
略
し
た
の
か
、
判
断
が
つ
か
な
い
。

●
17
ａ
15
行　
（
余
）（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
史
書
か
ら
陳
壽
に
よ
る
評
（
蜀
の
滅
亡

に
つ
い
て
）
を
増
補
か
（『
三
國
志
』）。

（
余
）
な
し

（
劉
）
な
し

（
嘉
）
評
曰
、
後
主
任
賢
相
…
…
優
劣
者
矣
。
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○
17
ａ
16
行　
（
余
）（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
、
洗
練
か
。

（
余
）
鄧
艾
既
得
成
都
、
差
人　
　
　

飛
報
邉
功
。

（
劉
）　

艾
既
得
成
都
、
差
人
往
洛
陽
飛
報
邉
功
。

（
嘉
）
鄧
艾
取
了
成
都
、
遣
人
入
洛
陽
報
捷
去
了
。

　

傍
線
部
と
二
重
傍
線
部
、
嘉
靖
本
は
完
了
の
「
了
」
を
用
い
て
一
番
読
み
や
す

く
な
っ
て
い
る
。

○
17
ｂ
１
行　
（
余
）→（
劉
）（
嘉
）へ
洗
練
か
。
部
分
的
に
は（
劉
）（
嘉
）→（
余
）

へ
簡
略
化
の
可
能
性
も
。

（
余
）
帳
上
帳
下
許
多
将
士
、
一
齊
発
怒
、
大
呼
曰
、「
吾
等
皆
欲
死
戦
、
何
故
先

降
也
。」

（
劉
）
維
大
驚
失
語
、
帳
下
衆
将
聞
知
、
一
齊
怨
怒
、
咬
牙
怒
目
、
鬚
髪
倒
竪
、

拔
劍
砍
石
、
大
叫
曰
、「
吾
等
死
戦
、
何
故
先
降
耶
。」

（
嘉
）
維
大
驚
失
語
、
帳
下
衆
将
聴
知
、
一
齊
怒
怨
、
咬
牙
怒
目
、
鬚
髪
倒
竪
、

拔
刀
砍
石
、
大
呼
曰
、「
吾
等
死
戦
、
何
故
先
降
耶
。」

　

傍
線
部
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
の
方
が
簡
に
し
て
要
を
得
た
洗
練
さ
れ
た
口
調

で
あ
る
。
波
線
部
は
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
に
あ
っ
て
余
象
斗
本
に
無
く
、
余
象
斗

本
が
簡
略
化
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

○
17
ｂ
２
行　
（
余
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
、
洗
練
か
。

（
余
）
姜
維
見
如
此
、
乃
喚
諸
将
曰
、「
吾
有
一
良
謀
、
汝
等
勿
憂
也
。」

（
劉
）
維
見
衆
心
歸
漢
、
乃
慰
之
曰
、「
衆
等
勿
憂
、
吾
有
一
計
。」

（
嘉
）
維
見
人
心
歸
漢
、
乃
以
善
言
撫
之
曰
、「
衆
将
勿
憂
、
吾
有
一
計
。」

　

傍
線
部
、
余
象
斗
本
の
文
章
は
稚
拙
で
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
は
「
人
心
歸
漢
」

と
漢
室
復
興
及
び
忠
義
が
強
調
さ
れ
た
洗
練
さ
れ
た
口
調
で
あ
る
。
波
線
部
は
ど

ち
ら
が
原
演
義
に
近
い
か
判
断
つ
か
ず
。

【
第
二
三
六
則　

鍾
会
鄧
艾
大
争
功
】

○
17
ｂ
５
行　
（
余
）
→
（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
洗
練
か
。
点
線
部
は
（
余
）
が
省

略
の
可
能
性
も
あ
り
。

（
余
）
姜
維
喚
幾
個
心
腹
之
士
上
帳
、
耳
授
其
言
。
衆
皆
領
命
而
喜
。
備
問
蒋
顕

消
息
、
成
都
投
降
之
事
尽
已
知
之
。

（
劉
）
姜
維
與
衆
将
附
耳
低
言
、
説
了
計
策
。
維
問
蒋
顕
消
息
、
顕
曰
、「
鄧
艾

坐
據
成
都
、
令
主
先
降
勅
使
各
軍
倒
戈
息
甲
、
尽
已
歸
降
。」

（
嘉
）
姜
維
與
諸
将
附
耳
低
言
、
説
了
計
策
。
此
是
姜
維
詐
降
於
中
取
事
也
。
維
請
蒋
顯

問
其
消
息
、
顕
曰
、「
鄧
艾
坐
據
成
都
、
令
主
上
降
勅
使
各
軍
倒
戈
卸
甲
、

盡
已
歸
附
。」

　

傍
線
部
は
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
の
方
が
簡
に
し
て
要
を
得
て
い
る
。
波
線
部
、

余
象
斗
本
で
は
「
備
問
」
の
主
語
が
無
く
舌
足
ら
ず
で
あ
る
が
、
劉
龍
田
本
と
嘉

靖
本
で
は
「
維
」
と
主
語
が
あ
っ
て
読
み
や
す
い
。
点
線
部
は
余
象
斗
本
が
簡
略

化
を
施
し
て
稚
拙
に
な
っ
た
の
か
、
原
演
義
が
余
象
斗
本
の
よ
う
な
稚
拙
な
文
章

だ
っ
た
の
を
書
き
換
え
た
結
果
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
の
よ
う
な
文
章
に
な
っ
た

の
か
、
判
断
が
つ
か
な
い
。

●
17
ｂ
10
行　
（
余
）→（
劉
）（
嘉
）へ
史
書
を
参
照
し
て
改
訂
か（『
蜀
漢
本
末
』）。

（
余
）
其
聞
将
軍
大
名
如
雙
雷
灌
耳
、
甘
心
屈
膝
而
事
之
。

（
劉
）　

聞
将
軍
自
淮
南
以
来
、
倶
是
良
策
、
司
馬
氏
之
盛
、
皆
将
軍
之
力
。
維
甘

心
以
事
将
軍
。

（
嘉
）　

聞
将
軍
自
淮
南
以
来
、
算
無
遺
策
、
司
馬
氏
之
威
、
皆
将
軍
之
力
。
維
甘

『
三
國
志
演
義
』
三
系
統
の
版
本
の
継
承
関
係

一
六
三



心
事
之
。

（
蜀
）　

聞
君
自
淮
南
已
來
、
筭
無
遺
策
、
司
馬
氏
之
盛
、
皆
君
之
力
。

　

姜
維
が
鐘
會
に
下
る
場
面
の
台
詞
で
あ
る
。
傍
線
部
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
は

史
書
の
文
面
と
一
致
す
る
が
、
後
に
姜
維
が
鍾
會
に
反
逆
を
勧
め
る
場
面
の
台
詞

に
も
同
じ
文
章
が
あ
り
（
20
ａ
）、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
は
二
カ
所
で
史
書
の
同

じ
部
分
を
利
用
し
た
こ
と
に
な
る
。
原
演
義
は
余
象
斗
本
の
よ
う
に
一
カ
所
で
あ

っ
た
の
を
、
そ
う
と
気
付
か
ず
再
度
史
書
に
拠
っ
て
改
訂
し
た
結
果
、
劉
龍
田
本

と
嘉
靖
本
の
よ
う
に
重
複
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

●
17
ｂ
14
行　
（
余
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
史
書
を
参
照
し
て
改
訂
か
（『
三
國
志
』）。

（
余
）
辛マ
マ

弘
・
王
傾
各
領
兵
守
綿
竹
、
勒
石
以
彰
戦
功
。

（
劉
）
辛マ
マ

弘
・
王
傾
等
各
領
州
郡
牧
、
又
於
綿
竹
築
臺
、
以
彰
戦
功
。

（
嘉
）
牽
弘
・
王
傾
等
各
領
州
郡　

、
又
於
綿
竹
築
臺
、
以
彰
戰
功
。

（
三
）
隴
西
太
守
牽
弘
等
領
蜀
中
諸
郡
。
使
於
綿
竹
築
臺
以
爲
京
觀
、用
彰
戰
功
。

　
『
三
國
志
』
は
「
使
於
綿
竹
築
臺
以
爲
京
觀
、
用
彰
戰
功
」（
綿
竹
に
台
を
築
か

せ
京
観
と
し
、戦
功
を
あ
ら
わ
し
た
）
の
主
語
「
鄧
艾
」
を
省
略
し
て
い
る
う
え
、

「
京
観
」（
敵
の
屍
首
を
集
め
て
作
る
高
塚
）
と
い
う
語
が
一
般
的
な
語
で
は
な
い

た
め
知
識
の
無
い
者
に
は
読
み
に
く
い
。
余
象
斗
本
の
文
章
も
「
兵
守
」
の
後
で

句
が
切
れ
る
の
か
「
勒
石
」
の
後
で
切
れ
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
主

語
が
無
か
っ
た
り
、
史
書
の
「
築
臺
以
為
京
観
」
の
意
味
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
た

め
か
、「
勒
石
戦
功
」（
石
に
名
を
刻
ん
で
戦
功
を
あ
わ
ら
し
た
）
と
い
う
稚
拙
な

文
章
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
史
書
の
元
記
事
を
確
認
す
る
作
業
が
行
わ
れ
、

劉
龍
田
本
、
嘉
靖
本
の
よ
う
な
文
章
に
書
き
換
え
た
の
だ
ろ
う
。
劉
龍
田
本
、
嘉

靖
本
の
よ
う
に
問
題
の
無
い
文
章
を
余
象
斗
本
の
よ
う
に
書
き
換
え
る
こ
と
は
あ

る
ま
い
。

○
17
ｂ
15
行　
（
余
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
。

（
余
）
遇
於
我

（
劉
）
遇
我

（
嘉
）
遇
我

　
「
動
詞
＋
於
＋
目
的
語
」
は
動
作
の
対
象
を
強
調
す
る
語
法
で
あ
り
、
余
象
斗

本
に
は
多
く
見
ら
れ
る
が
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
に
は
少
な
い
。「
於
」
の
字
が
無

く
て
も
意
味
は
同
じ
な
の
で
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
で
は
省
略
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

●
17
ｂ
16
行　

一
部
（
余
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
改
変
、一
部
（
劉
）（
嘉
）
→
（
余
）

へ
改
変
か
。

（
余
）
鄧
艾
曰
、「
姜
維
自
恃
一
時
之
英
雄
、
撞
了
鄧
艾
、
却
不
能
展
手
。」
文
武

皆
領
其
功
徳
、
心
中
暗
笑
甚
自
負
也
。

（
劉
）
…
…
姜
維
自
恃
其
勇
、
勉
強
與
我
相
持
、
致
此
窮
矣
。」
衆
官
起
身
拜
領

艾
之
徳
。
艾
甚
喜
之
。

（
嘉
）
艾
又
曰
、「
姜
維
只
是
一
時
之
雄
兒
也
、
勉
強
與
吾
相
持
、
故
致
此
窮
耳
。」

衆
皆
稱
頌
鄧
艾
之
徳
。
艾
甚
喜
之
。

（
三
）（
鄧
艾
）又
曰
、「
姜
維
自
一
時
雄
兒
也
、與
某
相
値
、故
窮
耳
。」有
識
者
笑
之
。

　

波
線
部
は
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
が
史
書
に
近
く
、
二
重
傍
線
部
は
余
象
斗
本
が

史
書
に
近
い
。
お
そ
ら
く
原
演
義
は
史
書
に
か
な
り
忠
実
で
あ
っ
た
の
を
、
そ
れ

ぞ
れ
が
書
き
換
え
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

●
18
ｂ
２
行　
（
余
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
史
書
を
参
照
し
て
改
訂
か
（『
三
國
志
』

『
資
治
通
鑑
』『
綱
目
』）。

（
余
）
来
使
又
賚
出
晋
公
手
教
。
其
意
曰
、「
昨
書
中
事
、須
當
申
報
、不
宜
輒
行
。」
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（
劉
）
監
軍
衛
瓘
取
出
司
馬　

手
教
與
艾
曰
、「
我　

昨
観
此
書
中
之
事
。
須
當

請
奏
、
不
可
妄
行
。」

（
嘉
）　

監
軍
衛
瓘
取
出
司
馬
昭
手
書
與
艾
曰
、「
瓘
日
昨
觀
此
書
中
之
事
。
須
當

報
奏
、
不
可
輙
行
。」

①
晋
公
司
馬
昭
が
鄧
艾
へ
派
遣
し
た
使
者
は
余
象
斗
本
で
は
匿
名
の
「
来
使
」、

劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
で
は
「
監
軍
衛
瓘
」
と
す
る
。
こ
の
使
者
を
都
へ
帰
す
際
、

余
象
斗
本
が
「
便
発
使
回
」（
す
ぐ
に
使
者
を
帰
し
た
）
と
や
は
り
匿
名
に
し
て

い
る
の
は
問
題
無
い
が
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
が
「（
鄧
艾
）
令
来
使
賚
赴
洛
陽
。

…
…
忽
使
命
回
、
呈
上
鄧
艾
之
書
」（〔
鄧
艾
は
〕
使
者
に
手
紙
を
持
た
せ
て
洛
陽

へ
行
か
せ
た
…
…
に
わ
か
に
使
者
が
戻
り
、
鄧
艾
の
書
を
差
し
上
げ
た
）
と
匿
名

に
し
て
い
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
衛
瓘
は
こ
の
前
後
の
話
で
も
一
貫

し
て
鍾
会
の
元
に
い
る
の
で
、
こ
こ
で
司
馬
昭
の
使
者
と
し
て
衛
瓘
が
遣
わ
さ
れ

る
の
は
お
か
し
い
。
元
は
余
象
斗
本
の
よ
う
に
統
一
さ
れ
た
文
章
だ
っ
た
の
を
、

史
書
の「
文
王
使
監
軍
衛
瓘
喩
艾
」（
文
王
は
監
軍
衛
瓘
を
し
て
艾
を
諭
さ
し
め
た
）

(

『
三
國
志
』
魏
書
第
二
十
八
「
鄧
艾
傳
」。『
資
治
通
鑑
』『
綱
目
』
に
も
同
内
容

の
記
述
あ
り)

を
参
照
し
、
使
者
を
衛
瓘
に
書
き
直
し
た
結
果
、
劉
龍
田
本
と
嘉

靖
本
の
よ
う
な
不
自
然
な
文
章
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

②
波
線
部
、
余
象
斗
本
は
「
前さ

き

の
書
中
の
事
（
前
に
鄧
艾
が
司
馬
昭
へ
奏
上
し
た

書
）」
と
す
る
が
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
で
は
「
私
は
昨
日
こ
の
書
の
事
（
衛
瓘

が
取
り
出
し
た
司
馬
昭
の
手
教
）
を
見
ま
し
た
」
と
し
、「
昨
」
の
字
の
意
味
が
「
以

前
の
」
か
ら
「
昨
日
」
へ
変
わ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
「
書
」
の
指
す
も
の
が
「
鄧

艾
が
司
馬
昭
へ
奏
上
し
た
書
」か
ら「
司
馬
昭
の
手
教
」に
変
わ
っ
て
い
る
。「
昨
」

の
字
を
「
前さ

き

」
の
意
で
使
う
こ
と
は
珍
し
い
た
め
、「
昨
日
」
の
意
に
誤
読
さ
れ

て
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
の
よ
う
に
書
き
換
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

○
19
ａ
９
行
目　
（
余
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
（
但
し
結
果
的
に
稚
拙
に
）。

（
余
）
維
曰
、「
若マ
マ

孔
明
於
茅
廬
未
出
之
時
…
…
民
殷
国
富
、
高
祖
因
此
以
成
帝

業
。」

（
劉
）　

曰
、「
昔
日
武
侯
未
出
茅
廬　

時
…
…
民
殷
國
富
、
可
為
覇
業
、
先
帝
因

此
遂
創
成
都
。」

（
嘉
）　

曰
、「
昔
日
武
侯　

出
茅
廬　

時
…
…
民
殷
國
富
、
可
為
覇
業
、
先
帝
因

此
遂
創
成
都
矣
。」

　

姜
維
が
諸
葛
亮
の
昔
日
の
台
詞
を
引
用
し
て
い
る
。
余
象
斗
本
で
は
漢
の
高
祖

劉
邦
が
四
川
の
地
に
拠
っ
て
覇
業
を
成
し
た
こ
と
に
言
及
し
、
こ
れ
は
第
七
五
則

「
定
三
分
諸
葛
出
茅
廬
」
の
諸
葛
亮
の
台
詞
と
一
致
す
る
が
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖

本
は
こ
れ
を
踏
ま
え
ず
、
先
帝
（
劉
備
）
を
主
語
に
し
て
こ
の
句
を
書
き
換
え
て

い
る
。

●
19
ｂ
４
行
目　
（
余
）
が
史
書
に
近
い
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
。

（
余
）
昭
笑
曰
、「
…
…
吾
今
此
行
、
非
為
艾
、
實
為
會
也
。」
悌
悟
之
言
、
亦
笑
。

昭
曰
、「
此
事
只
你
我
知
之
、不
可
漏
泄
。
吾
以
信
義
待
人
、人
不
負
我
也
。

…
…
」

（
劉
）
昭
笑
曰
、「
…
…
吾
今
此
行
、非
為
鄧
艾
、實
為
鍾
會
耳
。」
邵
悌
咲
曰
、「
悌

已
知
之
、
故
相
問
矣
。
此
言
切
勿　

漏
泄
。」
司
馬
昭
曰
、「
吾
以
信
義
待

人
、
人
必
不
負
吾
也
。
…
…
」

（
嘉
）
昭
笑
曰
、「
…
…
吾
今
此
行
、非
為
艾
、實
為
會
耳
。」
悌
笑
曰
、「
悌
已
知
之
、

故
相
問
也
。
此
言
切
不
可
泄
漏
。」
昭
曰
、「
吾
自
以
信
義
待
人
、
人
必
不

負
吾
也
。
…
…
」
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（
三
）
文
王
曰
、「
…
此
言
不
可
宣
也
。
我
要
自
當
以
信
義
待
人
、但
人
不
當
負
我
。

…
…
」

　

傍
線
部
、
余
象
斗
本
で
は
「
不
可
漏
泄
」
は
史
書
と
同
じ
く
司
馬
昭
の
台
詞
で

あ
る
。
文
脈
的
に
も
問
題
は
無
い
が
、「
悌
悟
之
言
」(

邵
悌
は
こ
の
言
葉
の
意
を

悟
り)

が
や
や
舌
足
ら
ず
な
の
と
、
返
答
が
た
だ
笑
う
だ
け
と
い
う
の
は
物
足
り

な
い
感
が
あ
る
た
め
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
で
は
「
不
可
漏
泄
」
ま
で
を
邵
悌
の

台
詞
に
書
き
換
え
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

【
第
二
三
七
則　

姜
維
一
計
害
三
賢
】

○
20
ｂ
12
行　
（
余
）
→
（
嘉
）
へ
洗
練
。（
劉
）
は
簡
本
。

（
余
）
建
出
見
。
會
曰
、「
命
你
監
臨
、
無
令
走
透
消
息
。」
建
曰
、「
主
公
勿
憂
。

建
自
監
之
。」
建
至
宮
門
、
先
喚
胡
烈
親
信
人
入
、
烈
告
以
其
事
、
密
冩

與
子
胡
渊
、
建
自
領
出
門
、
會
不
疑
。

（
劉
）
遂
出
告
會
曰
、「
主
公
監
諸
将
在
内
、
水
食
不
便
、
令
一
人
往
来
傳
逓
。」

會
令
丘
建
監
臨
、
分
付
曰
、「
吾
以
重
事
托
汝
。
ゝ
勿
漏
洩
。」
建
曰
、「
主

公
放
心
。
某
有
厳
法
。」
建
暗
通
胡
烈
、
即
以
密
書
付
到
胡
渊
営
内
。

（
嘉
）
遂
出
告
會
曰
、「
主
公
軟
監
諸
将
在
内
、
水
食
不
便
、
可
令
一
人
往
来
傳

逓
。」
會
素
納
建
之
言
、
遂
令
丘
建
監
臨
。
會
分
付
曰
、「
吾
以
重
事
託
汝
。

汝
勿
泄
漏
。」
建
曰
、「
主
公
放
心
。
某
自
有
謹
嚴
之
法
。」
建
暗
令
胡
烈

親
信
人
入
内
、
烈
以
密
書
付
其
人
、
其
人
持
書
、
火
速
到
胡
淵
營
内
、
細

言
其
事
、
呈
上
密
書
。

　

余
象
斗
本
は
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
の
網
掛
部
「
會
」
の
間
を
目
移
り
し
て
傍
線

部
を
脱
文
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
波
線
部
、
余
象
斗
本
の
よ
う
に
「
喚
」
を
使

役
的
な
用
法
で
用
い
る
の
は
珍
し
く
（「
喚
」
は
普
通
「
呼
び
つ
け
る
」
の
意
。

使
役
に
は
「
交
」「
教
」「
令
」
な
ど
を
用
い
る
）、
嘉
靖
本
で
は
「
令
」
と
読
み

や
す
い
一
般
的
な
字
に
な
っ
て
い
る
。
余
象
斗
本
の
「
建
自
領
出
門
、
會
不
疑
」

は
「
建
は
自
ら
（
胡
烈
の
密
書
を
受
け
た
側
近
を
）
連
れ
て
門
を
出
た
が
、
會
は

疑
わ
な
か
っ
た
」
と
解
釈
さ
れ
る
が
、
舌
足
ら
ず
で
文
意
が
取
り
に
く
く
、
嘉
靖

本
で
は
「
其
人
持
書
、
火
速
到
胡
淵
營
内
、
細
言
其
事
、
呈
上
密
書
」（
そ
の
人

は
書
を
持
っ
て
早
急
に
胡
淵
の
陣
営
へ
行
き
、
具
に
そ
の
事
を
告
げ
て
密
書
を
捧

げ
た
）
と
読
み
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
嘉
靖
本
の
よ
う
に
読
み
や
す
い
文
章
を
余

象
斗
本
の
よ
う
に
読
み
に
く
く
改
変
す
る
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
余
象
斗
本
か

ら
嘉
靖
本
へ
の
改
変
と
考
え
ら
れ
る
（
劉
龍
田
本
は
こ
こ
で
は
ど
ち
ら
の
簡
本
か

わ
か
ら
な
い
）。

●
21
ｂ
２
行　
（
余
）
史
書
に
近
い
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
。

（
余
）
衆
軍
碎
割
姜
維
到
腹
辺
、
見
其
膽
如
斗
大
。

（
劉
）
魏
兵
争
剖
姜
維
腹
内
、　

胆
大　

如
雞
卵
。

（
嘉
）
魏
兵
互
相
爭
剖
維
腹
、
其
膽
大
如
雞
卵
。

（
三
注
）
維
死
時
見
剖
、
膽
如
斗
大
。

　

傍
線
部
、
余
象
斗
本
の
文
章
は
稚
拙
で
読
み
に
く
い
。
波
線
部
、
余
象
斗
本
で

は
「
心
臓
は
枡
の
如
く
大
き
か
っ
た
」
と
い
う
『
三
國
志
』
裴
松
之
注
と
同
じ
文

章
だ
が
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
で
は
「
鶏
卵
の
如
し
」
と
改
変
さ
れ
て
い
る
。

○
21
ｂ
６
行　
（
余
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
。

（
余
）
衛
瓘
遣
田
續
将
五
百
軍
馬
、於
路
接
出
、果
然
接
到
綿
竹
、正
遇
鄧
艾
父
子
。

（
劉
）
瓘
大
喜
、
即
遣　
　

引
兵
五
百
、
逕
至
綿
竹
、
正
遇　

艾
。

（
嘉
）
瓘
大
喜
、
遂
遣
田
犢
引
五
百
兵
、
赶
至
綿
竹
、
正
遇
鄧
艾
父
子
。
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傍
線
部
、
余
象
斗
本
の
よ
う
に
「
将
」
を
「
率
い
る
」
の
意
で
用
い
る
こ
と
は

珍
し
い
（
普
通
は
「
領
」「
率
」「
引
」
な
ど
を
用
い
る
）。
波
線
部
も
劉
龍
田
本

と
嘉
靖
本
の
方
が
簡
に
し
て
要
を
得
た
文
章
に
な
っ
て
い
る
。

●
22
ａ
６
行　
（
余
）（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
史
書
か
ら
鍾
会
と
鄧
艾
に
つ
い
て
の
評

を
増
補
（『
三
國
志
』）
と
、
姜
維
の
評(

『
三
國
志
』
裴
松
之
注
、『
蜀
漢
本
末
』

に
あ
る
が
『
蜀
漢
本
末
』
に
一
致)

を
増
補
か
。

（
余
）
な
し

（
劉
）
な
し

（
嘉
）
又
史
官
評
鍾
會
・
鄧
艾
曰
、
王
凌
、
風
節
格
尚
。
…
…
此
盖
古
人
所
謂
自

論
者
也
。
後
裴
松
之
辨
姜
維
曰
、
盛
之
譏
維
、
誠
為
不
當
。
…
…
復
可
謂

之
愚
闇
哉
。

○
22
ａ
８
行　
（
余
）
→
（
嘉
）
へ
洗
練
か
。（
劉
）
は
簡
本
。

（
余
）
賈
充　

至
、
出
榜
安
民
、
方
始
寧
静
、
留
衛
瓘
守
成
都
、
招
諭
離
散
之

民
还
業
。

（
劉
）
賈
充
先
至
、
出
榜
安
民
、　　
　
　
　

留
衛
瓘
守
成
都
。

（
嘉
）
賈
充
先
至
、
出
榜
安
民
、
方
始
寧
靖
、
留
衛
瓘
守
成
都
、
此
時
軍
民
安
堵
、

秋
毫
無
犯
。

　

傍
線
部
、
余
象
斗
本
は
「
仕
事
に
戻
る
よ
う
離
散
し
た
民
を
諭
し
た
」
と
い
う

珍
し
い
言
い
回
し
で
、
嘉
靖
本
は
「
こ
の
時
兵
士
と
民
は
落
ち
着
き
、
少
し
も
侵

犯
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
」
と
一
般
的
な
言
い
回
し
に
な
っ
て
い
る
。

【
第
二
三
八
則　

司
馬
炎
復
奪
受
禅
臺
】

●
22
ａ
15
行　
（
余
）
が
史
書
に
近
い
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
。

（
余
）
中
書
丞
華
覈
上
表
於
呉
主
孫
休
曰
、「
伏
聞
成
都
不
守
…
…
」

（
劉
）
中
書
丞
華
覈
上
表
與
呉
主
孫
休
曰
、「　

惟
呉
蜀
乃
唇
齒
也
。
成
都
失
守

…
…
」

（
嘉
）
中
書
丞
華
覈
上
表
與
呉
主
孫
休
曰
、「
伏
惟
呉
蜀
乃
唇
齒
也
。
成
都
失
守

…
…
」

（
綱
）
中
書
丞
華
覈
詣
宮
門
上
表
曰
、「
伏
聞
成
都
不
守
…
…
」

　

傍
線
部
、
余
象
斗
本
が
史
書
に
近
く
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
で
は
改
変
さ
れ
た

も
の
と
み
ら
れ
る
。

○
22
ｂ
４
行　
（
余
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
。

（
余
）
却
説
後
主
刘
禅
至
洛
陽
、時
司
馬
昭
已
自
回
軍
了
。
侍
臣
引
後
主
入
内
朝
、

見
魏
君
即
拜
公
堂
、
再
拜
於
殿
下
。
魏
主
曹
奐
令
司
馬
昭
定
擬
官
爵
。
昭

曰
…
…

（
劉
）
且
説
後
主
劉
禅
至
洛
陽
、　　

見
魏
主
曹
奐
拜
伏
殿
下
、　

司
馬
昭　
　

回

朝
、　

責
禅
曰
…
…

（
嘉
）
却
説
後
主
劉
禅
至
洛
陽
、
入
内
見
魏
主
曹
奐
拜
伏
殿
下
、
時
司
馬
昭
已
自

回
朝
、
昭
責
之
曰
…
…

　

網
掛
部
の
位
置
が
余
象
斗
本
で
は
傍
線
部
の
前
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
で
は
後

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
傍
線
部
の
文
章
も
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
は
よ
り

簡
に
し
て
要
を
得
た
文
章
に
な
っ
て
い
る
。
余
象
斗
本
の
波
線
部
「
魏
主
曹
奐
は

司
馬
昭
に
官
爵
を
裁
量
さ
せ
た
」
も
特
に
必
要
で
は
無
い
た
め
劉
龍
田
本
と
嘉
靖

本
で
は
省
略
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

句
の
位
置
が
入
れ
替
わ
る
と
い
う
異
同
は
こ
の
前
後
に
多
く
見
ら
れ
、
第

二
三
八
則
だ
け
で
も
七
例
数
え
ら
れ
る
。
概
ね
劉
龍
田
本
及
び
嘉
靖
本
が
小
説
の
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文
体
と
し
て
読
み
や
す
く
洗
練
さ
れ
て
い
る
。

●
22
ｂ
６
行　
（
劉
）（
嘉
）
が
史
書
に
近
い
→
（
余
）
へ
簡
略
化
か
。

（
余
）　　
　

加
為
安
楽
公
、
賜
住
宅
・
月
給
・
俸
米
、
随
行
郤
正
等
皆
封
為
列
侯
。

（
劉
）
封
汝　

為
安
楽
公
、
賜
住
宅
・　

給
俸
米
、
賜
絹
萬
匹
、
奴
婢
百
人
、
子

劉
瑾
及
群
臣
樊
建
・
譙
周
・
郤
正
等
皆
封
侯
爵
。

（
嘉
）
今
封
汝
為
安
楽
公
、
賜
住
宅
・
月
給
請
受
、
賜
絹
萬
疋
、
奴
婢
百
人
、
子

劉
瑶
及
群
臣
樊
建
・
譙
周
・
郤
正
等
皆
封
侯
爵
。

（
三
）　

使
太
常
嘉
命
劉
禪
爲
安
樂
縣
公
。
…
…
食
邑
萬
戸
、
賜
絹
萬
匹
、
奴
婢
百

人
、
他
物
稱
是
。
子
孫
爲
三
都
尉
封
侯
者
五
十
餘
人
。
尚
書
令
樊
建
・
侍

中
張
紹
・
光
祿
大
夫
譙
周
、
秘
書
令
郤
正
・
殿
中
督
張
通
並
封
列
侯
。

　

劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
の
傍
線
部
は
余
象
斗
本
に
無
い
。
波
線
部
、
劉
龍
田
本
と

嘉
靖
本
に
は
史
書
と
同
じ
く
樊
建
と
譙
周
の
名
が
見
え
る
が
、
余
象
斗
本
に
は
二

人
の
名
は
無
い
。
史
書
を
参
照
し
て
補
う
ほ
ど
の
内
容
で
も
無
い
こ
と
か
ら
、
劉

龍
田
本
と
嘉
靖
本
が
原
演
義
に
近
く
、
余
象
斗
本
が
簡
略
化
し
た
と
み
な
す
の
が

妥
当
と
思
わ
れ
る
。

●
23
ａ
９
行　
（
余
）（
劉
）
が
史
書
に
近
い
→
（
嘉
）
へ
洗
練
。

（
余
）　

昭
常
言
曰
、「
天
下
者
、　

吾
兄
之
天
下
也
。
百
年
之
後
、
大
業
大
付
司
馬

攸
。」

（
劉
）　

昭
常　

曰
、「
天
下
者
、
乃
吾
兄
之
天
下
也
。
百
年
之
後
、
大
業
冝
付
司

馬
攸
。」

（
嘉
）
昭
常  

曰
、「
天
下
者
、
乃
吾
兒
之
天
下
也
。」

（
綱
）
昭
愛
之
、常
曰
、「
天
下
者
、景
王
之
天
下
也
。
吾
百
年
後
、大
業
宜
歸
攸
。」

　

傍
線
部
、
波
線
部
と
も
余
象
斗
本
と
劉
龍
田
本
が
史
書
に
一
致
す
る
。
直
前
に

司
馬
昭
は
兄
の
司
馬
師
（
景
王
）
に
世
継
ぎ
が
無
い
た
め
息
子
の
攸
を
養
子
に
出

し
た
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
余
象
斗
本
と
劉
龍
田
本
の
よ
う
に
司
馬
昭
が
「
天
下

は
兄
の
も
の
で
、
百
年
後
に
は
攸
が
継
ぐ
」
と
言
う
の
は
文
脈
的
に
整
合
性
が
あ

る
。
嘉
靖
本
は
司
馬
昭
の
台
詞
を
単
に
「
天
下
は
私
の
息
子
の
天
下
で
あ
る
」
と

し
て
い
る
の
で
、
養
子
の
件
が
活
か
さ
れ
て
い
な
い
。

○
23
ｂ
14
行　
（
余
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
。
但
し
一
部
（
劉
）
の
み
改
変
。

（
余
）　　
　

炎　

直
入
後
宮
、
奐　

大
驚
避
席　

迎
之
、
賜
墩
而
坐
。
炎
問
奐
曰
、

「
陛
下
為
君
、
何
人
之
力
。」

（
劉
）
只
見
晋
王
帯
劍
入
宮
、
魏
主
慌
下
御
榻　

迎
炎
。
〻
坐
而
問
曰
、「
魏
之

天
下
、
誰
人
之
力
也
。」

（
嘉
）　　
　

炎　

直
入
後
宮
、
奐　

慌
下
御
榻
而
迎
之
、
坐
畢
。
炎
問
曰
「
魏
之

天
下
、
誰　

之
力
也
。」

①
司
馬
炎
が
魏
主
に
禅
譲
を
迫
る
場
面
。
波
線
部
、
余
象
斗
本
は
「
陛
下
が
君
た

る
の
は
誰
の
力
だ
」、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
は
「
魏
の
天
下
は
誰
の
力
だ
」
と
な

っ
て
お
り
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
の
方
が
オ
ブ
ラ
ー
ト
な
言
い
回
し
で
洗
練
さ
れ

て
い
る
。

②
傍
線
部
は
劉
龍
田
本
の
み
独
自
に
書
き
換
え
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
司
馬
炎
が

「
剣
を
帯
び
て
」
宮
中
に
入
る
と
い
う
記
述
は
直
前
の
文
章
に
も
見
え
、
し
か
も

余
象
斗
本
や
劉
龍
田
本
な
ど
の
上
図
下
文
の
版
本
で
は
上
図
の
脇
に
付
さ
れ
る
解

題
に
も
見
え
る
こ
と
か
ら
（
余
象
斗
本
は
「
司
馬
炎
帯
劔
／
入
宮
欺
帝
」、
劉
龍

田
本
は
「
晋
王
帯
劔
挾
天
子
」）、「
帯
剣
」
を
強
調
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
伺
わ

れ
る
。
司
馬
炎
の
不
遜
を
強
調
す
る
た
め
か
。
ま
た
劉
龍
田
本
が
地
の
文
で
司
馬

炎
を
「
晋
王
」
と
称
す
の
は
こ
こ
だ
け
で
あ
り
、
書
き
換
え
を
施
し
た
こ
と
に
由
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来
す
る
呼
称
の
不
統
一
と
考
え
ら
れ
る
。

○
24
ａ
３
行　

一
部
（
余
）（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
洗
練
。
一
部
（
余
）
が
簡
略
化

な
の
か
、（
劉
）（
嘉
）
が
改
変
し
て
長
く
な
っ
た
の
か
判
断
つ
か
ず
。

（
余
）
炎
大
怒
叱
之
曰
、「
此
天
下
乃
漢
家
之
天　

也
。
曹
氏
仗
功
而
奪
之
。」

（
劉
）
炎　

怒　
　

曰
、「
此
天
下
乃
漢
家　

天
下　

。
曹
氏
倚
挟
漢
相
、
挟
天

子
令
諸
侯
、
自
立
為
王
、
簒
逆
漢
室
。」

（
嘉
）
炎
大
怒　
　

曰
、「
此
社
稷
乃
大
漢
之
社
稷
也
。
曹
操
倚
仗
漢
相
之
資
、

挾
天
子
令
諸
侯
、
自
立
魏
主
、
簒
逆
漢
室
。」

　

劉
龍
田
本
の
傍
線
部
は
余
象
斗
本
に
一
致
し
、波
線
部
は
嘉
靖
本
に
一
致
す
る
。

劉
龍
田
本
は
余
象
斗
本
と
嘉
靖
本
の
中
間
段
階
を
示
し
て
い
る
。
嘉
靖
本
の
波
線

部
は
「
社
稷
」
と
洗
練
さ
れ
た
口
調
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
余
象
斗
本
か
ら
嘉
靖

本
へ
改
変
が
施
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

○
24
ａ
３
行　
（
余
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
。

（
余
）
吾
父
祖
於
魏
三
世
有
功
。

（
劉
）
吾
家　
　
　

三
世
輔
魏
。

（
嘉
）
吾
祖
父　
　

三
世
輔
魏
。

　

余
象
斗
本
よ
り
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
の
方
が
簡
に
し
て
要
を
得
た
文
章
に
な
っ

て
い
る
。

○
24
ａ
13
行　
（
余
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
か
。

（
余
）
魏
主
曹
奐
親
捧
傳
国
玺
登
壇
、　　

授
與
晋
王
了
、
然
後
下
壇
。

（
劉
）
魏
主　
　

親
捧　

玉
璽
立
于
臺
上
、
大
會
文
武
、
請　
　

司
馬
炎
登
臺
、

受　

大
礼
、
魏
主
更
公
服
、　

下
臺
。

（
嘉
）　　
　
　

奐
親
捧
傳
國
璽
立
於
臺
上
、
大
會
文
武
、
請
晉
王
司
馬
炎
登
臺
、

授
與
大
禮
、　　
　
　
　

奐
下
臺
。

　

余
象
斗
本
は
波
線
部
、
二
重
傍
線
部
と
も
描
写
能
力
が
稚
拙
で
読
み
に
く
い
。

劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
は
詳
し
く
読
み
や
す
い
文
章
と
な
っ
て
い
る
。

●
24
ｂ
12
行　
（
余
）（
劉
）→（
嘉
）へ
史
書
か
ら
曹
奐
の
評
を
増
補（『
三
國
志
』）。

（
余
）
な
し

（
劉
）
な
し

（
嘉
）
評
曰
、
古
者
以
天
下
為
公
、
…
…
比
之
山
陽
、
班
寵
加
焉
。

【
第
二
三
九
則　

羊
祐マ

マ

病
重
薦
杜
預
】

●
25
ａ
７
行　
（
余
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
史
書
か
ら
増
補
か
、
或
い
は
（
余
）
が

省
略
か
判
断
つ
か
ず
。

（
余
）
な
し

（
劉
）
次
年
改
為
甘
露
元
年

（
嘉
）
次
年
改
為
甘
露
元
年

●
25
ａ
10
行　
（
余
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
史
書
か
ら
増
補
か
、
或
い
は
（
余
）
が

省
略
か
判
断
つ
か
ず
。

（
余
）
な
し

（
劉
）
又
改　

興
衡
元
年

（
嘉
）
又
改
元
建
衡
元
年

　

こ
の
前
後
に
は
孫
皓
の
暴
虐
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
劉
龍
田
本
と
嘉

靖
本
の
よ
う
に
何
度
も
改
元
し
た
こ
と
に
言
及
す
る
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。
し
か
し

劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
で
増
補
さ
れ
た
の
か
、
余
象
斗
本
で
簡
略
化
さ
れ
た
の
か
断

定
は
難
し
い
。

『
三
國
志
演
義
』
三
系
統
の
版
本
の
継
承
関
係

一
六
九



●
25
ａ
16
行　
（
余
）
は
『
綱
目
』
に
近
い
→
（
嘉
）
は
『
資
治
通
鑑
』
を
参
照

し
て
増
補
。（
劉
）
は
簡
本
の
た
め
無
し
。

（
余
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

運
期
雖
天
所
受
、而
功
業
必
因
人
而
成
。
今
不　

大

掃
滅
、

則
兵
役
無
時
休
息
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昔
蜀
之
為

国
…
…
孫
皓
之
暴
、
過
於
劉
禅
矣
。

（
劉
）
な
し

（
嘉
）
先
帝
西
平
巴
蜀
、
南
和
呉
會
、
庶
幾
海
内
得
以
休
息
。
而
呉
復
背
信
、
使

邉
事
興
。
夫
期
運
雖
天
所
授
、其
功　

必
因
人
而
成
。　

不
一
大
舉
掃
滅
、

則
兵
役
無
時
得
息
也
。
蜀
平
之
時
、
天
下
皆
謂
呉
當
併
亡
…
…　

蜀
之
為

國
…
…
孫
皓
之
暴
、
過
於
劉
襌　

。

（
綱
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

期
運
雖
天
所
授
、而
功
業
必
因
人
而
成
。　

不
一
大
舉
掃
滅
、

則
兵
役
無
時
得
息
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夫
蜀
之

爲
國
…
…
孫
皓
之
暴
、
過
於
劉
禪
。

（
資
）
先
帝
西
平
巴
蜀
、
南
和
呉
會
、
庶
幾
海
内
得
以
休
息
。
而
呉
復
背
信
、
使

邊
事
更
興
。
夫
期
運
雖
天
所
授
、
而
功
業
必
因
人
而
成
。　

不
一
大
舉
掃

滅
、
則
兵
役
無
時
得
息
也
。
蜀
平
之
時
、
天
下
皆
謂
呉
當
并
亡
…
…
蜀
之

爲
國
…
…
孫
皓
之
暴
、
過
於
劉
禪
。

　

傍
線
部
と
波
線
部
、余
象
斗
本
に
無
い
部
分
は『
綱
目
』に
無
い
部
分
と
一
致
し
、

嘉
靖
本
は
『
資
治
通
鑑
』
に
同
じ
く
そ
の
部
分
の
文
章
が
備
わ
っ
て
い
る
。
嘉
靖

本
の
よ
う
な
文
章
か
ら
余
象
斗
本
へ
『
綱
目
』
と
同
じ
よ
う
に
省
略
す
る
と
い
う

作
業
は
考
え
に
く
い
た
め
、
余
象
斗
本
が
原
演
義
に
近
く
、
嘉
靖
本
は
『
資
治
通

鑑
』
を
参
照
し
て
増
補
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

●
25
ｂ
11
行　
（
余
）
が
史
書
に
近
い
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
省
略
。

（
余
）
祐マ

マ

曰
、「
臣
年
老
多
疾
、　

难
領
此
聀
、
願
陛
下　

選
智
勇
之
士
、
征
行
。

平
呉
之
後
、
愿
圣
主
无
以
平
呉
、
為
喜
。」

（
劉
）
祐マ

マ

曰
、「
臣
年
邁
多
病
、
不
堪
重
任　

、　

陛
下
可
選
智
勇
之
士
、
可
也
。」

（
嘉
）
祜
曰
、「
臣
年
邁
多
病
、
不
堪
領
此
職
、　

陛
下　

選
智
勇
之
士
、
可
也
。」

（
綱
）
祜
曰
、「
取
呉
不
必
臣
行
。
但
既
平
之
後
、
當
勞
聖
慮
耳
。
…
…
」

　

余
象
斗
本
の
傍
線
部
「
呉
を
平
定
し
た
後
、
聖
主
が
再
び
呉
を
平
定
す
る
（
平

定
に
向
か
う
）
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
な
ら
ば
、（
私
の
）
喜
び
で
す
」
は
、
史

書
の
「
た
だ
平
定
の
後
、
お
心
遣
い
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
」
に
対
応
す
る

が
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
に
は
無
い
。
余
象
斗
本
が
原
演
義
に
近
く
、
文
章
が
稚

拙
な
た
め
に
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
が
省
略
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
余
象
斗
本
が

こ
の
部
分
で
わ
ざ
わ
ざ
史
書
を
参
照
し
て
増
補
し
た
な
ら
ば
、
校
訂
者
に
は
史
書

の
文
章
に
忠
実
に
し
よ
う
と
い
う
意
志
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
余
象
斗
本
の

文
章
は
史
書
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
可
能
性
は

否
定
さ
れ
る
。

○
25
ｂ
13
行　
（
余
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
か
。
一
部
（
劉
）（
嘉
）
→
（
余
）

へ
脱
落
の
可
能
性
も
あ
り
。

（
余
）
帝
謝
之
、　　
　
　
　
　
　
　
　

命　
　
　

輦
歸
京
師
、
賜
宅
養
病
。

（
劉
）
炎
起
身
稱
謝
、
祐マ

マ

辞　

出　

、
炎
命
祐マ

マ

乗
王
輦
歸
家
。

（
嘉
）
炎
起
身
稱
謝
、
祜
辭
炎
出
内
、
炎
命
祜
乗
王
輦
歸
家
。

　

波
線
部
、
余
象
斗
本
の
文
章
で
も
文
意
は
と
れ
る
が
、「
命
」
の
後
に
目
的
語

の
「
祜
」
が
無
い
の
は
や
や
舌
足
ら
ず
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
余
象
斗
本
の
「
歸
京
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師
」
は
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
で
「
歸
家
」
と
簡
潔
に
改
変
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。
傍
線
部
は
余
象
斗
本
に
無
く
、
二
重
傍
線
部
は
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
に
無
い

が
、
ど
ち
ら
が
古
い
形
か
判
断
が
つ
か
な
い
。

●
26
ａ
７
行　

一
部
（
余
）
が
史
書
に
近
い
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
。
一
部
（
劉
）

（
嘉
）
が
史
書
に
近
い
→
（
余
）
へ
改
変
（
結
果
稚
拙
に
）、
省
略
。

（
余
）
羊
祐マ

マ

死
後
、
南
州
居
民
聞
知
、　　
　

罷
市
巷
哭
、
呉
守
邉
将
士　

亦
皆

哀
。
祐マ

マ

在
襄
時
、
常　

峴
山
。
人
思
其
徳
、
與
建
廟
立
碑
於
山
上
。
但

望
見
碑
牌
、　　
　

無
不
下
涙
。
…（
胡
曽
詩
）…
因
此
號
石
碑
為
堕
涙
碑
。

（
劉
）　　
　
　
　
　
　

百
姓
知
羊
祐マ

マ

身
死
、
滿
市
盡
哭
、
江
南
守
邉
呉
将
亦
皆

舉
哀
。
襄
陽
人
思
羊
祐マ

マ

存
日
曽　
　

峴
山
、
遂
建
庙
立
碑
、
四
時
祭
之
。

往
来
人
見　

碑　
　

、
無
不
下
涙
。
故
稱
為
堕
涙
碑
。

（
嘉
）　　
　
　
　
　

南
州
百
姓
聞
羊
祜
身
死
、
罷
市
而
哭
、
江
南
守
邉
呉
将
亦
皆

舉
哀
。
襄
陽
人
思
祜
存
日
常　

於
峴
山
、
遂
建
廟
立
碑
、
四
時
祭
之
。
往

来
人
觀
其
碑
文
者
、
無
不
流
涕
。
故
稱
為
堕
涙
碑
。

（
綱
）
南
州
民
聞
祜
卒
、
罷
市
巷
哭
。
呉
守
邊
將
士
亦
為
之
泣
。
祜
好　

峴
山
、

襄
陽
人
建
碑
立
廟
於
其
地
、
歳
時
祭
祀
、
望
其
碑
者
無
不
流
涕
、
因
謂
之

墮
涙
碑
。

　

傍
線
部
と
波
線
部
の
文
面
は
余
象
斗
本
が
史
書
に
一
致
し
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖

本
は
わ
か
り
や
す
く
書
き
換
え
た
結
果
史
書
か
ら
離
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
二

重
傍
線
部
と
点
線
部
に
つ
い
て
は
、
句
の
順
序
は
余
象
斗
本
が
史
書
に
一
致
す
る

が
、
史
書
の
「
襄
陽
人
」「
歳
時
祭
祀
」
に
対
応
す
る
語
は
劉
龍
田
本
、
嘉
靖
本

の
み
に
見
ら
れ
る
。
原
演
義
は
史
書
に
か
な
り
近
か
っ
た
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
書

き
換
え
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

●
26
ｂ
１
行　
（
余
）
が
史
書
に
近
い
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
。

（
余
）　

克マ
マ

固
陳
伐
呉
不
利
、
臣
襄　
　

老
、
不
堪
元
帥
之
聀
。」

（
劉
）
賈
充
奏
曰
、「　
　
　

臣
年　
　

老
、
不
堪
元
帥
之
任
。」

（
嘉
）　　

充
奏
曰
、「　
　
　

臣
年
耄
衰
老
、
不
堪
元
帥
之
任
。」

（
資
）　

充
固
陳
伐
呉
不
利
、
且
自
言
衰
老
、
不
堪
元
帥
之
任
。」

　

余
象
斗
本
は
傍
線
部
を
史
書
の
文
面
と
同
じ
く
「
充
は
頑
な
に
伐
呉
は
不
利
で

あ
る
と
陳
べ
た
」
と
す
る
が
、
そ
の
直
後
に
「
臣
」
と
い
う
自
称
が
あ
る
の
で
、

間
接
話
法
と
直
接
話
法
が
入
り
交
じ
っ
て
い
て
読
み
に
く
い
。
劉
龍
田
本
と
嘉
靖

本
で
は
傍
線
部
を
「
充
が
奏
し
て
曰
く
」
と
し
て
直
接
話
法
に
統
一
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
史
書
の
文
面
か
ら
離
れ
て
い
る
。

○
26
ｂ
８
行　
（
余
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
簡
略
化
。

（
余
）
有
一
心
腹
愛
幸
官
人
、
官
拜
中
常
侍
、
姓
岑
、
名
昏
、
見
皓
憂
悶
而
問
之
。

（
劉
）
有　
　
　
　

幸
臣　
　
　
　
　
　
　
　
　

岑　
　

昏
、　　
　
　
　

問
其

故
。

（
嘉
）
有　
　
　
　

幸
臣　
　
　
　

中
常
侍　
　

岑　
　

昏
、　　
　
　
　

問
其

故
。

　

余
象
斗
本
は
傍
線
部
を
「
愛
幸
官
」（
寵
愛
を
受
け
る
臣
下
）、
劉
龍
田
本
と
嘉

靖
本
は
「
幸
官
」
と
す
る
。
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
の
よ
う
な
「
幸
臣
」
と
い
う
二

音
節
且
つ
わ
か
り
や
す
い
語
に
わ
ざ
わ
ざ
「
愛
」
を
付
け
加
え
る
と
い
う
改
変
は

考
え
に
く
い
の
で
、
原
演
義
は
余
象
斗
本
に
近
く
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
が
簡
略

化
を
施
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【
第
二
四
〇
則　

王
濬
計
取
石
頭
城
】
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○
26
ｂ
15
行　
（
余
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
。
但
し
（
劉
）
は
一
部
簡
本
化
。

（
余
）
孫
皓
大
喜
、
便
令
大
起
江
南
工
匠
、
連
夜
発
遣
就
沿
江
要
害
處
、
動
炉
打

造
鐵
鎚
鐵
索
。

（
劉
）　

皓
大
喜
、
即　
　

發　
　

工
匠
、
依
計
而
行
。

（
嘉
）　

皓
大
喜
、
即　
　

發　
　

工
匠
、
於
江
邉
連
夜
造
成
鐵
索
鐵
錐
、
設
立
停

當
。

　

傍
線
部
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
の
方
が
簡
に
し
て
要
を
得
た
文
章
と
な
っ
て
い

る
。
波
線
部
も
嘉
靖
本
が
最
も
簡
潔
で
読
み
や
す
い
（
劉
龍
田
本
は
省
略
）。

○
27
ａ
３
行　
（
余
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
。
一
部
余
象
斗
本
が
簡
略
化
か
。

（
余
）　　
　
　
　

呉
国　
　
　

伍
延
兵
出
旱
路
、
水
軍
都
督
陸
景
従
江
西
進
兵
、

孫
歆
為
前
部
、
来
迎
晋
兵
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
一
交
兵
、
佯
敗
而

走
。
東
呉
陸
景
令
水
軍
上
岸
、
一
斉
追
趕
迤

、
至
二
十
餘
里
、　　
　

四
面
晋
兵
大
至
。

（
劉
）
人　

報　

呉
主
呉マ

マ主
遣
伍
延　

出
陸
路
、　　
　
　

陸
景
出
水
路　
　

、

孫
歆
為
前
鋒
、
三
路
兵
来
。
忽　
　
　

孫
歆
舡
到
、
兩
兵
初
交
、
杜
預
便

退
。　
　
　
　

歆
引
兵
上
岸
、　　
　
　

赶
殺　
　

二
十
里
、
一
声
咆
响
、

四
面
晋
兵
大
到
。

（
嘉
）
前
哨
報
道
呉
主　
　

遣
伍
延　

出
陸
路
、　　
　
　

陸
景
出
水
路　
　

、

孫
歆
為
先
鋒
、
三
路
迎
来
。
言
未
了
、
孫
歆
船
到
、
兩
兵
初
交
、
杜
預
便

退
。　
　
　
　

歆
引
兵
上
岸
、　　

迤

追
時
不
到
二
十
里
、
一
聲
砲
響
、

四
面
晉
兵
大
至
。

　

波
線
部
、余
象
斗
本
が
「
陸
景
は
江
西
か
ら
兵
を
進
め
た
」
と
す
る
の
に
対
し
、

劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
が
「
陸
景
は
水
路
を
進
ん
だ
」
と
す
る
の
は
、
直
前
の
「
伍

延
は
陸
路
を
進
ん
だ
」
に
対
応
す
る
よ
う
改
変
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
二
重
傍
線

部
、「
佯
敗
而
走
」
の
動
作
主
は
杜
預
で
あ
る
が
、
余
象
斗
本
に
は
主
語
が
無
い

た
め
孫
歆
の
行
動
と
誤
読
さ
れ
る
。
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
で
は
「
杜
預
便
退
」
と

わ
か
り
や
す
く
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
点
線
部
、
余
象
斗
本
は
「
陸
景
は
水
軍

を
上
陸
さ
せ
」
と
す
る
が
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
は
「
孫
歆
は
兵
を
率
い
て
上
陸

し
」
と
す
る
。
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
の
よ
う
に
ま
ず
先
鋒
で
あ
る
孫
歆
を
上
陸
さ

せ
る
方
が
文
脈
的
に
洗
練
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

○
27
ａ
11
行　
（
余
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
か
。

（
余
）
遂
引
兵
進
攻
武
昌
、
守
将
開
門
出
降
。

（
劉
）
遂　
　
　

攻
武
昌
、
武
昌
亦
降
。

（
嘉
）
遂　
　
　

攻
武
昌
、
武
昌
亦
降
。

　

余
象
斗
本
は
傍
線
部
を
「
門
兵
は
門
を
開
い
て
降
伏
し
た
」
と
す
る
が
、
劉
龍

田
本
と
嘉
靖
本
で
は
単
に
「
武
昌
も
ま
た
降
伏
し
た
」
と
す
る
。
余
象
斗
本
の
文

章
で
は
呉
が
自
国
の
門
兵
に
さ
え
見
放
さ
れ
た
と
い
う
お
も
し
ろ
み
は
あ
る
も
の

の
、
な
ぜ
城
主
で
な
く
門
兵
が
城
を
明
け
渡
す
の
か
と
い
う
疑
問
を
生
じ
さ
せ
か

ね
な
い
。
そ
こ
で
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
の
よ
う
に
単
純
な
文
章
に
改
変
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
。

●
27
ａ
13
行　

一
部
（
余
）
が
史
書
に
近
い
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
改
変
（
訛
字
か
）。

一
部
（
劉
）（
嘉
）
が
史
書
に
近
い
→
（
余
）
へ
改
変
（
訛
字
か
）。

（
余
）
預
曰
、「
昔
楽
毅
済
西
一
戦
、
以
勝
強
斉
。
今
兵
到
此
、
勢
如
破
竹
、
数

節
之
後
、
皆
迎
刃
而
觧
。
无
復
着
力
處
也
。
可
乗
勢
而
取
建
業
。

（
劉
）
預
曰
、「
昔
楽
毅
済
西
一
戦
、而
併
強
齊
。
今
兵
威
大
振
、可
乗
勢
取
建
業
。」

（
嘉
）
預
曰
、「
昔
樂
毅
濟
西
一
戰
、
而
併
強
齊
。
今
兵
威
既
振
、
如
破
竹
之
勢
、

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
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」
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皆
迎
刃
而
解
。
无
有
著
手
處
也
。
可
乗
勢
而
取
建
業
。」

（
綱
）
預
曰
、「
昔
樂
毅
藉
濟
西
一
戰
、
以
并
強
齊
、
今
兵
威
已
振
、
譬
如
破
竹
、

數
節
之
後
、
皆
迎
刃
而
解
、
無
復
著
手
處
也
。」

　

傍
線
部
、「
以
」
は
余
象
斗
本
が
、「
併
」
は
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
が
史
書
に
近
い
。

波
線
部
は
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
が
史
書
に
近
く
、
二
重
傍
線
部
と
点
線
部
は
余
象

斗
本
が
史
書
に
近
い
。
ど
れ
を
と
っ
て
も
校
訂
者
が
史
書
を
参
照
し
て
改
訂
し
た

と
い
う
ほ
ど
の
異
同
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
原
演
義
が
史
書
の
文
面
に
か
な
り
忠

実
だ
っ
た
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
改
変(
或
い
は
訛
字)

し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

●
27
ｂ
６
行　
（
余
）
が
史
書
に
近
い
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
と
省
略
。

（
余
）
此
時　
　

丞
相
張
悌
與　
　
　

沈
瑩
・　
　
　

諸
葛
静マ

マ

屯
兵
牛
渚
、
使
揚

州
刺
史
周
俊マ

マ

戦
於
板
橋
中
、
大
敗
而
回
。
諸
葛
静マ

マ

自
引
兵
迎
之
、
望
見

旌
旗
蔽
空
、
勢
不
可
當
。

（
劉
）　　
　
　
　

丞
相
張
悌
令
左
将
軍
沈
瑩
・
右
将
軍
諸
葛
靚
来
戦
晋
兵
。
二
人

見
晋
兵
順
流
而
下
、
勢
不
可
當
。

（
嘉
）
却
説
東
呉
丞
相
張
悌
令
左
将
軍
沈
瑩
・
右
将
軍
諸
葛
靚
来
迎
晉
兵
。
二
人

見
晉
兵
順
流
而
下
、
勢
不
可
當
。

（
綱
）
呉
丞
相
張
悌
督
沈
瑩
、
諸
葛
靚
帥
衆
至
牛
渚
。
…
…
三
月
、
渡
江
、
與
晉

揚
州
刺
史
周
浚
戰
、
大
敗
於
板
橋
。
靚
欲
遁
去
。

　

余
象
斗
本
の
傍
線
部
に
は
史
書
の
記
述
と
同
じ
く
「
牛
渚
」
と
い
う
地
名
が
見

え
る
が
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
は
単
に
「
晋
兵
を
迎
え
撃
っ
た
」
と
す
る
。
余
象

斗
本
の
波
線
部
に
名
の
見
え
る
「
周
浚
」
は
史
実
で
は
晋
将
で
あ
る
が
、
余
象
斗

本
の
文
章
だ
と
「(

張
悌
は)

揚
州
刺
史
周
俊マ

マ

を
し
て
板
橋
で
戦
わ
せ
た
が
、
大

敗
し
て
帰
っ
た
」
と
な
る
の
で
、
周
浚
は
呉
将
と
い
う
こ
と
に
な
る
た
め
（
史
書

を
誤
読
し
た
か
、
或
い
は
「
使
」
の
後
に
「
與
」
を
脱
落
さ
せ
た
か
）、
校
訂
者

が
お
か
し
い
と
考
え
て
省
略
し
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
の
よ
う
な
文
章
に
な
っ
た

の
だ
ろ
う
。
二
重
傍
線
部
、
余
象
斗
本
は
主
語
を
「
諸
葛
靚
」
と
す
る
が
劉
龍
田

本
と
嘉
靖
本
は
「
二
人
」
と
す
る
。「
二
人
」
の
方
が
前
句
か
ら
の
流
れ
に
整
合

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

●
27
ｂ
８
行　

主
に
（
余
）
が
史
書
に
近
い
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
。
一
部
（
余
）

が
簡
略
化
と
脱
落
。

（
余
）
悌
曰
、「
呉
之
将
亡
、
賢
愚
共
之
。
今
若
君
臣
倶
降
、
無
一
人
死
于
國
难
、

亦
不
辱
。」
悌
曰
、「
吾
久
食
呉
禄
、
位
至
丞
相
、
今
日
是
吾
死
日
、
安
可

迯
生
而
求
不
義
之
名
。」

（
劉
）
悌
曰
、「
國
家
将
亡
、
栄
辱
共
之
。　

若
君
臣
皆
降
、
無
一
人
死　
　

難
、

不
亦
辱
乎
。」
靚
曰
、「
存
亡
自
有
天
数
、
非
公
一
人
可
支
吾
也
。
何
故
自

取
其
死
。」
悌
曰
、「
吾　

幼
食
呉
禄
、
今
位
至
丞
相
、
得
其
死
矣
。
吾
若

合
死
、
安
可
求
生
以
遺
不
義
之
名
也
。」

（
嘉
）
悌
曰
、「
國
家
将
亡
、
賢
愚
共
之
。
今
若
君
臣
皆
降
、
無
一
人
死
於
國
難
、

不
亦
辱
乎
。」
靚
曰
、「
存
亡
自
有
天
數
、
非
公
一
人
可
支
吾
也
。
何
故
自

取
其
死
。」
悌
曰
、「
吾
自
幼
食
呉
禄
、
今
位
至
丞
相
、
得
其
死
矣
。
吾
若

合
死
、
安
可
求
生
以
遺
不
義
之
名
耶
。」

（
綱
）
悌
曰
、「
呉
之
將
亡
、
賢
愚
所
知
。
…
…
君
臣
倶
降
、
無
復
一
人
死
難
者
、

不
亦
辱
乎
。」
…
…
靚
自
徃
牽
之
曰
、「
存
亡
自
有
大
數
、
非
卿
一
人
所
支
、

奈
何
故
自
取
死
。」
悌
垂
涕
曰
、「
仲
思
、
今
日
是
我
死
日
也
。
且
我
爲
兒

童
時
、
便
爲
卿
家
丞
相
所
識
拔
、
常
恐
不
得
其
死
、
負
名
賢
知
顧
。
今
以

身
徇
社
稷
、
復
何
道
耶
。」
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傍
線
部
、
波
線
部
、
二
重
波
線
部
は
余
象
斗
本
が
史
書
に
一
致
、
二
重
傍
線
部

は
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
が
史
書
に
一
致
す
る
。
点
線
部
は
原
演
義
に
は
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
が
、
余
象
斗
本
は
脱
落
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
（
結
果
、
余
象
斗
本
で
は

「
悌
曰
…
悌
曰
…
」
と
張
悌
の
台
詞
が
続
い
て
し
ま
っ
て
い
る
）。
原
演
義
は
史
書

に
か
な
り
近
か
っ
た
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
改
変
、
或
い
は
脱
落
さ
せ
た
結
果
で
あ

ろ
う
。

●
28
ａ
８
行　
（
余
）
が
史
書
に
近
い
→
（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
洗
練
。

（
余
）
皓
乃　
　
　
　

輿
襯
自
縛
、
引
群
臣　
　

詣
王
濬
軍
前
、
投
降
。
濬
親　

　

觧
其
縛　

焚　
　

襯
。

（
劉
）
皓
従
之
、
亦　

輿
襯
自
縛
、
引
群
臣　
　
　
　
　
　
　
　

投
降
。
濬
親　

　

釋
其
縛　

焚　
　

襯
。

（
嘉
）
皓
従
之
、
亦
備
輿
襯
自
縛
、
率
諸
王
文
武
詣
王
濬
軍
前
、
歸
降
。
濬
自
扶

起
釋
其
縛
、
焼
其
輿
襯
。

(

綱)

呉
主
皓
面
縛
輿
襯
、
詣
軍
門
降
。
濬
解
縛
焚
襯
。

　

劉
龍
田
本
の
傍
線
部
は
嘉
靖
本
に
一
致
、
波
線
部
の
「
引
群
臣
」「
投
降
」
は

余
象
斗
本
と
一
致
し
、
余
象
斗
本
と
嘉
靖
本
の
中
間
の
よ
う
な
本
文
と
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
二
重
傍
線
部
、
余
象
斗
本
は
史
書
の
文
面
と
同
じ
く
「
解
」「
焚
」

の
字
を
使
い
、
劉
龍
田
本
は
「
釋
」「
焚
」、
嘉
靖
本
は
「
釋
」「
焼
」
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
余
象
斗
本
の
文
章
が
原
演
義
に
近
く
、
嘉
靖
本
へ
と
段
階
的
に

史
書
か
ら
離
れ
て
い
く
様
子
が
わ
か
る
。

●
28
ａ
13
行　
（
余
）
は
『
資
治
通
鑑
』『
綱
目
』
に
近
い
→
（
劉
）（
嘉
）
は
『
三

國
志
』
を
参
照
し
て
増
補
。

（
余
）　　
　
　
　

克
川マ

マ

、
郡
四
十
三
、
軍
三
十
二
萬
三
千
、
粮
二
十
三
萬
。

（
劉
）　　
　

東
呉
四
州
、
四
十
三
郡
、
三
百
一
十
二
縣
、
戸
口
五
十
二
萬
三
千
、

官
吏
三
萬
二
千
、
兵
二
十
三
萬
、
男
女
老
幼
二
百
三
十
萬
口
、
米
谷マ

マ

二
百
八
十
萬
斛
、
舟
舡
五
千
餘
隻
、
後
宮
五
千
餘
人
、
皆
歸
大
晋
。

（
嘉
）
於
是
東
呉
四
州
、
四
十
三
郡
、
三
百
一
十
三
縣
、
戸
口
五
十
二
萬
三
千
、

官
吏
三
萬
二
千
、
兵
二
十
三
萬
、
男
女
老
幼
二
百
三
十
萬　

、
米
穀

二
百
八
十
萬
斛
、
舟
船
五
千
餘
隻
、
後
宮
五
千
餘
人
、
皆
歸
大
晉
。

（
資
）（
綱
）
克
州
四
、
郡
四
十
三
、
戸
五
十
二
萬
三
千
、
兵
二
十
三
萬
。

（
三
注
）
領
州
四
、
郡
四
十
三
、
縣
三
百
一
十
三
、
戸
五
十
二
萬
三
千
、
吏
三
萬

二
千
、
兵
二
十
三
萬
、
男
女
口
二
百
三
十
萬
、
米
穀
二
百
八
十
萬
斛
、
舟

船
五
千
餘
艘
、
後
宮
五
千
餘
人
。

　
『
資
治
通
鑑
』
及
び
『
綱
目
』
は
『
三
國
志
』
裴
松
之
注
を
か
な
り
省
略
し
た

文
章
で
あ
り
、
余
象
斗
本
に
無
い
部
分
は
こ
れ
に
一
致
す
る
。
但
し
傍
線
部
「
克

州
四
」〔
四
つ
の
州
を
手
に
入
れ
〕
を
「
克
川
」
と
し
て
意
味
が
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
い
る
た
め
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
で
は
史
書
を
確
認
し
て
「
東
呉
の
四
州
と

四
十
三
郡
」
と
わ
か
り
や
す
く
改
変
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
際
に
参
照

し
た
の
が
『
三
國
志
』
裴
松
之
注
で
あ
っ
た
た
め
、『
資
治
通
鑑
』
及
び
『
綱
目
』

で
省
略
さ
れ
て
い
た
部
分
も
併
せ
て
補
わ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
余
象

斗
本
が
簡
略
化
を
施
し
た
結
果
、
簡
略
の
仕
方
が
『
資
治
通
鑑
』『
綱
目
』
と
た

ま
た
ま
一
致
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

●
28
ａ
15
行　
（
劉
）（
嘉
）
が
史
書
に
近
い
→
（
余
）
へ
改
変
か
、（
余
）
→
（
劉
）

（
嘉
）
へ
史
書
に
一
致
す
る
よ
う
改
変
か
判
断
つ
か
ず
。

（
余
）
乃
迁
孫
皓
赴
洛
陽
面
君
、
渡
江
、
正
迎
賈
克マ

マ

。
王
濬
請
孫
皓
見
賈
克マ

マ

。
克マ

マ

曰
、「
汝
在
南
方
、　

人
眼
睛
、
剥
人
面
皮
、
此
何
等
刑
也
。」
皓
曰
、「
人

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
五
号

一
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四



民
有
殺
君
、
及
奸
猾
不
忠
者
、
則
皆
受
此
刑
。」
克マ

マ

大
怒
欲
殺
之
。
王
濬

力
勧
阻
之
。
晋
大
康
元
年
夏
五
月
、
至
洛
陽
面
君
…
（
晋
帝
と
孫
皓
の
会

話
）
…
帝
大
笑
、
設
宴
待
之
。

（
劉
）
遂
遷
呉
主
孫
皓
赴
洛
陽
面
君
。　
　
　
　
　

時
晋
大
康
元
年
五
月
、
皓　

　
　
　
　

見
晋
帝
…
（
晋
帝
と
孫
皓
の
会
話
）
…
帝
大
悦
。
賈
充
謂
皓
曰
、

「
聞
君
在
南
方
、
剮
人
眼
睛
、
剥
人
面
皮
、
此
何
等
刑
也
。」
皓
曰
、「
人

臣
有
弑　

君
、
及
姦
回
不
忠
者
、
故
加
此
刑
。」
充
黙
然
惶
恐
。

（
嘉
）
遂
迁
呉
主
孫
皓
赴
洛
陽
面
君
。
行
至
洛
陽
、
時　

大
康
元
年
夏
五
月
、
皓

登
殿
稽
首
以
見
晉
帝
…
（
晋
帝
と
孫
皓
の
会
話
）
…
帝
大
笑
。
賈
充　
　

曰
、「
聞
君
在
南
方
、鑿
人
目　

、剥
人
面
皮
、此
何
等
刑
耶
。」
皓
曰
、「
人

臣　

弑　

君
、
及
姦
回
不
忠
者
、
則
加
此
刑
。」
充
黙
然
甚
愧
。

（
資
）
琅
邪
王
伷
遣
使
送
孫
皓
及
其
宗
族
詣
洛
陽
。
五
月
丁
亥
朔
、
皓
至
…
…
皓

登
殿
稽
顙
…
（
晋
帝
と
孫
皓
の
会
話
）
…
賈
充
謂
皓
曰
、「
聞
君
在
南
方
、

鑿
人
目
、
剝
人
面
皮
、
此
何
等
刑
也
。」
皓
曰
、「
人
臣
有
弑
其
君
、
及
姦

回
不
忠
者
、
則
加
此
刑
耳
。」
充
黙
然
甚
愧
、
而
皓
顔
色
無
怍
。

①
網
掛
部
の
賈
充
と
孫
皓
の
会
話
の
位
置
が
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
は
晋
帝
と
孫

皓
の
会
話
の
後
で
史
書
と
一
致
す
る
が
、
余
象
斗
本
で
は
前
に
な
っ
て
い
る
。
賈

充
が
伐
呉
の
大
都
督
に
任
命
さ
れ
る
も
征
伐
中
一
度
も
出
番
が
無
い
た
め
、
余
象

斗
本
で
は
賈
充
と
孫
皓
の
会
話
を
前
に
出
し
て
、
波
線
部
の
よ
う
に
「
長
江
を
渡

っ
た
と
こ
ろ
で
ち
ょ
う
ど
賈
充
を
迎
え
、王
濬
は
孫
皓
を
賈
充
に
会
わ
せ
た
」「
王

濬
は
こ
れ
（
賈
充
）
を
強
く
制
止
し
た
」
と
ア
レ
ン
ジ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
ど
ち
ら
が
原
演
義
に
近
い
か
は
判
断
が
難
し
い
。

②
網
掛
部
の
文
面
は
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
の
方
が
史
書
に
近
い
。
余
象
斗
本
は
二

重
傍
線
部
が
「
汝
」「
殺
君
」「
奸
猾
」「
皆
受
此
刑
」
に
変
わ
っ
て
お
り
、
訛
字
、

或
い
は
わ
か
り
や
す
く
書
き
換
え
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

●
28
ｂ
４
行　
（
余
）
が
史
書
に
近
い
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
。

（
余
）
封　

為
歸
命
侯
、
封
其
子
瑾
為
中
郎
。

（
劉
）
封
皓
為
歸
命
侯
、　　

子
孫
封
中
郎
。

（
嘉
）
封
皓
為
歸
命
侯
、　　

子
孫
封
中
郎
。

（
三
）
其
賜
號
爲
歸
命
侯
…
…
皓
太
子
瑾
拜
中
郎
、
諸
子
爲
王
者
拜
郎
中
。

　

余
象
斗
本
は
史
書
と
同
じ
く「（
孫
皓
の
）子
、瑾
を
中
郎
に
封
じ
た
」と
す
る
が
、

劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
は
「
子
孫
を
中
郎
に
封
じ
た
」
と
す
る
。
瑾
は
『
演
義
』
で

こ
れ
ま
で
登
場
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
こ
こ
で
特
別
に
名
を
出
し
て
言
及
す
る
の

は
小
説
と
し
て
拙
い
感
が
あ
る
た
め
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
で
は
「
子
孫
」
と
い

う
普
通
名
詞
に
書
き
換
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

●
28
ｂ
11
行　

一
部
（
余
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
誤
字
、一
部
（
劉
）（
嘉
）
→
（
葉
）

へ
誤
字
か
。

（
余
）
後
来
改
魏
主
陳
留
王
曹
奐
歿
於
晋
太
安
元
年
、
蜀
主
安
楽
公
劉
禅
歿
於
晋

大
始
元
年
、
呉
主
歸
命
侯
孫
皓
歿
於
晋
大
康
四
年
。

（
劉
）
後
主　
　
　

劉
禅
亡
於　

大
康
七
年
、
魏
主　
　
　

曹
奐
亡
於　

太
康
元

年
、
呉
主　
　
　

孫
皓
亡
於　

大
康
四
年
。

（
嘉
）
後
主　
　
　

劉

亡
於
晉
大
康
七
年
、
魏
主　
　
　

曹
奐
亡
於　

太
康
元

年
、
呉
主　
　
　

孫
皓
亡
於　

大
康
四
年
。

（
綱
）
晉
安
樂
公
劉
禪
卒
。（
泰
始
七
年
〔
二
七
一
〕）

歸
命
侯
孫
皓
卒
。（
太
康
四
年
〔
二
八
三
〕）

陳
留
王
曹
奐
卒
。（
太
安
元
年
〔
三
〇
二
〕）

『
三
國
志
演
義
』
三
系
統
の
版
本
の
継
承
関
係

一
七
五



①
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
は
物
語
上
国
が
滅
び
た
順
に
記
述
す
る
。
一
方
、
余
象
斗

本
は
国
が
滅
び
た
順
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、没
し
た
順
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。

前
の
話
か
ら
の
流
れ
に
合
わ
せ
る
な
ら
孫
皓
を
最
初
に
持
っ
て
来
る
べ
き
で
あ
る

が
、
そ
う
で
も
な
い
。
こ
れ
に
規
則
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本

は
改
変
し
た
の
だ
ろ
う
。

②
孫
皓
の
没
年
は
三
本
と
も
史
書
に
一
致
す
る
が
、
曹
奐
の
没
年
は
余
象
斗
本
が

史
書
に
一
致
す
る
。
劉
禅
の
没
年
は
、年
号
は
余
象
斗
本
が
史
書
に
近
い
が
（「
大

始
」
は
「
太
始
」
と
通
じ
る
か
ら
「
泰
始
」
と
音
が
同
じ
）、
数
字
は
劉
龍
田
本

と
嘉
靖
本
が
史
書
に
一
致
し
て
い
る
。原
演
義
が
全
て
史
書
に
拠
っ
て
い
た
の
を
、

そ
れ
ぞ
れ
が
誤
っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

　

終
盤
で
も
や
は
り
葉
逢
春
本
は
拙
い
文
章
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
は
よ
り
洗
練

さ
れ
た
文
章
で
あ
り
、
し
か
も
嘉
靖
本
は
劉
龍
田
本
よ
り
さ
ら
に
洗
練
さ
れ
た
文

章
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
葉
逢
春
本
が
原
演
義
に
近
く
、
原
演
義
に
第
一
段
階
の
書

き
換
え
を
施
し
た
簡
本
系
祖
本
が
成
立
、
そ
れ
を
簡
本
化
し
た
の
が
劉
龍
田
本
、

簡
本
系
祖
本
に
さ
ら
に
書
き
換
え
を
施
し
た
の
が
嘉
靖
本
と
い
う
継
承
関
係
が
成

り
立
つ
。

　

書
き
換
え
の
過
程
で
は
、
史
書
を
再
び
参
照
し
て
本
文
を
校
訂
す
る
と
い
う
作

業
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
お
り
、
改
訂
者
は
特
に
余
象
斗
本
の
文
章
が
稚
拙
で
わ

か
り
に
く
い
部
分
や
、
史
書
と
の
乖
離
が
大
き
い
部
分
に
つ
い
て
史
書
を
参
照
し

た
ら
し
い
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
原
演
義
か
ら
簡
本
系
祖
本
へ
至
る
過
程
に
お
い

て
も
既
に
こ
の
よ
う
な
作
業
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
簡
本
系
祖
本
か
ら
嘉

靖
本
へ
至
る
過
程
で
は
校
訂
に
止
ま
ら
ず
、
評
や
疏
を
史
書
か
ら
増
補
す
る
と
い

う
作
業
も
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
で
余
象
斗
本
の
方
が
史
書
の
文
面
に
近

く
、
劉
龍
田
本
、
嘉
靖
本
へ
と
史
書
の
文
面
か
ら
離
れ
て
い
く
ケ
ー
ス
も
多
く
存

在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
史
書
を
参
照
す
る
こ
と
な
く
、
単
純
に
文
章
の
洗

練
を
目
的
と
し
て
恣
意
的
に
書
き
換
え
を
施
す
こ
と
も
普
通
に
行
わ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

ま
た
余
象
斗
本
の
文
章
が
稚
拙
な
の
は
、
洗
練
が
施
さ
れ
る
以
前
の
状
態
で
あ

る
場
合
と
、
簡
略
化
の
結
果
稚
拙
に
な
っ
て
い
る
場
合
の
二
つ
の
可
能
性
が
あ
る

こ
と
に
は
注
意
す
べ
き
で
、
余
象
斗
本
は
か
な
り
原
演
義
に
近
い
も
の
の
原
演
義

そ
の
も
の
で
は
無
い
こ
と
を
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
葉
逢
春
本
も

然
り
で
あ
る
）。

　
最
後
に
、
今
後
の
版
本
研
究
の
参
考
と
な
る
よ
う
、
以
下
に
三
系
統
の
異
同
の
類
型
を
パ

タ
ー
ン
化
し
た
も
の
を
示
し
、
後
学
に
資
す
る
所
と
し
た
い
。

（
ⅰ
）（
余
）（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
洗
練
。

　

※
史
書
の
影
響
が
あ
る
場
合

　

・（
余
）（
劉
）
が
史
書
に
近
い
→
（
嘉
）
へ
洗
練
。

　

・ （
余
）（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
史
書
を
参
照
し
て
増
補
、
改
訂
。

（
ⅱ
）（
余
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
。

　

※
史
書
の
影
響
が
あ
る
場
合

　

・ （
余
）
が
史
書
に
近
い
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
洗
練
。

　

・ （
余
）
→
（
劉
）（
嘉
）
へ
史
書
を
参
照
し
て
増
補
、
改
訂
。

（
ⅲ
） （
余
）
→
（
劉
）
→
（
嘉
）
へ
洗
練
。

（
ⅳ
）（
劉
）（
嘉
）
→
（
余
）
へ
脱
落
（
も
し
く
は
簡
略
化
か
）、
誤
字
・
訛
字
、

改
変
（
可
能
性
は
あ
る
が
断
定
さ
れ
る
箇
所
は
無
い
）。
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※
（
嘉
）
→
（
余
）（
劉
）
へ
脱
落
（
も
し
く
は
簡
略
化
）、誤
字
訛
字
、

改
変
の
パ
タ
ー
ン
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
具
体
例
は
見
つ
か

ら
ず
。

　
　
お
わ
り
に

　

原
演
義
の
本
文
は
葉
逢
春
本
に
近
い
も
の
で
、
原
演
義
に
第
一
段
階
の
書
き
換

え
を
施
し
た
簡
本
系
祖
本
が
成
立
、
そ
れ
を
簡
略
化
し
た
の
が
劉
龍
田
本
を
含
む

簡
本
系
諸
本
（
但
し
簡
本
系
諸
本
が
派
生
す
る
段
階
で
各
々
本
文
に
独
自
の
改
変

を
加
え
て
い
る
）、
簡
本
系
祖
本
に
さ
ら
に
書
き
換
え
を
施
し
た
の
が
嘉
靖
本
で

あ
る
こ
と
は
も
は
や
疑
い
の
余
地
が
あ
る
ま
い
。
本
論
で
挙
げ
た
多
く
の
例
、
つ

ま
り
劉
龍
田
本
の
本
文
が
葉
逢
春
本
に
一
致
し
て
い
た
り
嘉
靖
本
に
一
致
し
て
い

た
り
す
る
異
同
の
例
は
こ
れ
を
裏
付
け
る
に
足
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
『
演
義
』
の
序
盤
、
中
盤
、
終
盤
で
異
同
の
状
況
が
異
な
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
赤
壁
の
戦
い
以
降
、
序
盤
に
比
べ
る
と
劉
龍
田
本
は
嘉

靖
本
に
一
致
す
る
割
合
が
高
く
な
る
が
、
大
幅
に
割
合
が
高
く
な
る
の
は
終
盤
の

劉
備
の
死
の
あ
た
り
か
ら
で
あ
る
。
終
盤
に
お
い
て
原
演
義
か
ら
簡
本
系
祖
本
へ

大
幅
な
書
き
換
え
が
施
さ
れ
た
理
由
は
、
原
演
義
の
終
盤
の
文
章
が
序
盤
・
中
盤

に
比
べ
て
か
な
り
稚
拙
で
読
み
に
く
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
何
故
原
演
義
で
そ

の
よ
う
な
状
況
が
生
じ
て
い
た
の
か
と
い
う
と
、
考
え
ら
れ
る
の
は
終
盤
の
執
筆

者
が
序
盤
・
中
盤
の
執
筆
者
と
は
別
人
で
あ
っ
た
可
能
性
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
序

盤
・
中
盤
は
早
く
に
成
立
し
、
そ
の
執
筆
者
が
小
説
家
と
し
て
天
性
の
才
能
を
持

っ
て
い
た
か
、
或
い
は
早
く
か
ら
既
に
幾
度
か
の
洗
練
が
施
さ
れ
て
文
章
的
レ
ベ

ル
の
高
い
本
文
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
終
盤
が
追
加
さ
れ
る
も
の
の
、
執
筆
者

の
文
章
力
が
未
熟
で
、
原
演
義
は
終
盤
だ
け
が
や
た
ら
と
読
み
に
く
い
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
序
盤
・
中
盤
の
文
章
レ
ベ
ル
に
合
う
よ
う
終
盤
に
大
幅
な
書
き
換

え
が
施
さ
れ
、
簡
本
系
祖
本
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　

文
章
の
巧
拙
に
限
ら
ず
、
終
盤
と
序
盤
・
中
盤
と
の
間
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
点
で

違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
孔
明
が
南
蛮
王
孟
獲
の
反
乱
を
平
定
す
る
た
め
に
自
ら
兵

を
率
い
て
征
伐
に
向
か
う
部
分
は
『
三
國
志
』（
及
び
裴
松
之
注
）
な
ど
の
史
書

に
み
え
る
「
七
縦
七
擒
」
の
事
件
を
素
材
と
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、金
環
三
結
・

董
荼
奴
・
阿
会
喃
・
朶
思
大
王
・
楊
鋒
・
木
鹿
大
王
な
ど
の
南
蛮
洞
主
、
孟
獲
の

弟
孟
優
や
妻
祝
融
と
い
っ
た
架
空
の
人
物
が
次
々
と
登
場
し
、
飲
む
と
口
が
き
け

な
く
な
っ
て
死
ぬ
と
い
う
毒
泉
、
藤
甲
兵
と
呼
ば
れ
る
南
蛮
兵
士
と
の
戦
い
、
木

鹿
大
王
が
怪
し
げ
な
手
振
り
で
呪
文
を
唱
え
て
狂
風
を
起
こ
す
も
孔
明
が
扇
を
ひ

と
振
り
す
る
と
風
が
翻
る
な
ど
、
甚
だ
荒
唐
無
稽
な
展
開
で
、
そ
れ
ま
で
の
『
演

義
』
と
は
趣
き
が
異
な
る
。
し
か
も
『
演
義
』
の
史
実
に
基
づ
く
部
分
は
基
本
的

に
陳
寿
『
三
國
志
』（
及
び
裴
松
之
注
）
と
朱
熹
『
資
治
通
鑑
綱
目
』
の
記
述
が

利
用
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
＊
11

、
こ
の
南
征
の
部
分
は
趙
居
信
『
蜀
漢
本

末
』
が
利
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
使
用
し
た
史
書
の
相
違
が
指
摘
さ
れ

る
（
詳
し
く
は
拙
論
「『
三
國
志
演
義
』
と
『
蜀
漢
本
末
』」
参
照
＊
12
）。
ま
た
蜀
・

呉
の
滅
亡
が
描
か
れ
た
最
後
の
部
分
は
、
本
文
の
ほ
と
ん
ど
が
歴
史
書
の
文
章
を

た
だ
繋
ぎ
合
わ
せ
た
だ
け
の
文
章
と
な
っ
て
お
り
（
無
論
史
書
の
文
章
に
ア
レ
ン

ジ
を
加
え
た
も
の
に
は
な
っ
て
い
る
）、『
演
義
』
の
創
作
と
言
え
る
部
分
が
ほ
ぼ

無
い
こ
と
も
他
の
部
分
と
は
様
相
が
異
な
る
。
や
は
り
終
盤
の
執
筆
者
が
序
盤
・

中
盤
の
執
筆
者
と
は
異
な
る
こ
と
、
成
立
時
期
が
異
な
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る

『
三
國
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』
三
系
統
の
版
本
の
継
承
関
係

一
七
七



よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
、『
演
義
』
が
主
人
公
で
あ
る
劉
備
の
死
を
以
て
終
わ
っ
て
い
た
と

し
て
も
な
ん
ら
不
思
議
は
な
い
。
小
説
と
し
て
の
『
演
義
』
が
成
立
す
る
以
前
、

民
間
に
お
い
て
講
釈
師
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
三
国
志
物
語
が
人
気
を
博
し
て
い

た
こ
と
は
孟
元
老
『
東
京
夢
華
録
』（
北
宋
）＊
13
、
蘇
軾
『
東
坡
志
林
』（
北
宋
）

な
ど
の
資
料
、
そ
し
て
講
談
で
語
ら
れ
て
い
た
三
国
故
事
を
ま
と
め
た
（
或
い
は

講
談
の
種
本
だ
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
）『
全
相
平
話
三
國
志
』
の
成
立
（
元
）
か

ら
看
取
で
き
る
が
、
そ
の
聴
衆
に
と
っ
て
格
別
の
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
の
は
や
は

り
自
分
た
ち
の
身
分
に
近
い
劉
備
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
三
国
志
物
語
と
は
そ
の
劉

備
が
草
鞋
編
み
か
ら
蜀
漢
の
皇
帝
へ
と
成
り
上
が
る
物
語
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。『
東
坡
志
林
』（
巻
六
）
に
は
街
角
で
講
談
に
耳
を
傾
け
る
聴

衆
の
様
子
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

王
彭
嘗
云
、
塗
巷
中
小
兒
薄
劣
、
其
家
所
厭
苦
、
輒
與
錢
令
聚
坐
聴
説

古
話
、
至
説
三
國
事
、
聞
劉
玄
徳
敗
、
頻
眉
蹙
、
有
出
涕
者
、
聞
曹
操
敗
、

即
喜
唱
快
。
以
是
知
君
子
小
人
之
澤
、
百
世
不
斬
。（
巷
の
子
ど
も
は
腕

白
で
そ
の
家
で
は
面
倒
が
ら
れ
る
。
そ
ん
な
時
に
は
小
銭
を
与
え
、
集
っ

て
坐
ら
せ
て
昔
話
を
聞
か
せ
た
。
三
国
の
事
を
語
る
時
に
は
、
劉
玄
徳
が

負
け
た
と
聞
く
と
顔
を
し
か
め
涙
を
流
す
者
が
あ
り
、
曹
操
が
負
け
た
と

聞
く
と
喜
ん
で
喝
采
し
た
。
こ
れ
を
以
て
君
子
小
人
の
沢
は
百
世
を
経
て

も
途
絶
え
る
こ
と
が
な
い
と
知
っ
た
。）

　

そ
の
よ
う
な
大
衆
に
向
け
て
書
坊
が
『
演
義
』
の
よ
う
な
小
説
を
刊
行
し
よ
う

と
す
る
際
、
そ
れ
が
劉
備
の
旗
揚
げ
か
ら
死
ま
で
を
描
い
た
一
代
記
と
な
る
の
が

自
然
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
よ
う
に
元
来
は
『
演
義
』
は
劉
備
の
死
の
あ
た
り

で
終
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
後
、
漢
室
の
復
興
を
描
く
こ
と
に
主
眼
を
お
き
、
さ
ら

に
三
国
の
終
焉
ま
で
描
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
要
求
が
生
じ
て
（
こ
れ
に
は
『
演

義
』
の
主
要
な
刊
行
地
の
一
つ
で
あ
る
建
陽
〔
現
福
建
省
南
平
市
建
陽
区
〕
の
書

坊
で
は
通
史
志
向
が
強
く
芽
生
え
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

＊
14
）、
終
盤
が
新
た
に
増
補
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

但
し
先
に
も
触
れ
た
通
り
、
終
盤
に
は
序
盤
・
中
盤
と
同
様
に
劉
龍
田
本
が
ほ

ぼ
葉
逢
春
本
に
一
致
し
て
い
る
段
も
存
在
し
て
い
る
。
つ
ま
り
原
演
義
か
ら
簡
本

系
祖
本
に
至
る
過
程
で
ほ
と
ん
ど
書
き
換
え
が
施
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
こ
の
部
分
は
序
盤
・
中
盤
と
同
じ
執
筆
者
の
手
に
よ
っ
て
早
く
に
成
立
し
、

原
演
義
の
時
点
で
既
に
洗
練
さ
れ
た
文
章
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
現
在

校
勘
し
た
限
り
で
は
、
第
二
〇
五
則
「
孔
明
火
焼
木
柵
寨
」
と
第
二
〇
六
則
「
孔

明
秋
夜
祭
北
斗
」（
孔
明
の
死
）や
、第
二
三
五
則「
蜀
後
主
輿
襯
出
降
」の
序
盤（
蜀

の
降
魏
の
冒
頭
）
が
そ
れ
に
当
た
り
、『
演
義
』
は
元
々
劉
備
の
死
で
物
語
と
し

て
は
ほ
ぼ
終
わ
っ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
後
に
申
し
訳
程
度
に
孔
明
の
死
と
姜
維

の
北
伐
の
一
部
、
蜀
の
滅
亡
の
部
分
が
付
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
て

お
く
べ
き
で
、
さ
ら
に
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
三
系
統
の
版
本
の
異
同
の
考
察
を
通
じ
て
、
原
演
義
か
ら
各
版
本
へ
至

る
過
程
が
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
改
訂

作
業
に
関
わ
っ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
人
々
だ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
、
或
い
は
版

本
ご
と
の
人
物
像
の
変
化
や
そ
れ
に
伴
う
受
容
の
変
化
と
い
っ
た
問
題
ま
で
踏
み

込
ん
だ
研
究
を
今
後
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

【
注
】
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＊
１　

中
川
諭
『『
三
國
志
演
義
』
版
本
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年

十
二
月
）
参
照
。

＊
２　

鄭
振
鐸
「
三
國
志
演
義
的
演
化
」（
初
出
は
『
小
説
月
報
』
二
十
巻
第
十
号
、

一
九
二
九
年
）。

＊
３　

柳
存
仁
「
羅
貫
中
講
史
小
説
之
眞
僞
性
質
」（『
和
風
堂
文
集
』
一
四
一
八

～
一
五
一
五
頁
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）。

＊
４　

金
文
京
「『
三
國
演
義
』
版
本
試
探
―
建
安
諸
本
を
中
心
に
―
」（『
集
刊

東
洋
學
』
第
六
十
一
號
、
一
九
八
九
年
）。

＊
５　

小
松
謙
「『
三
國
志
演
義
』
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
―
嘉
靖
本
と
葉
逢

春
本
を
手
が
か
り
に
―
」（『
中
國
文
學
報
』
第
七
十
四
冊
、
二
〇
〇
七
年

十
月
）。

＊
６　

拙
論
「『
三
國
志
演
義
』
三
系
統
の
版
本
の
継
承
関
係
―
劉
龍
田
本
を
手

が
か
り
に
―
」（『
東
方
學
』
第
百
二
十
七
輯
、
東
方
学
会
、
二
〇
一
四
年

一
月
）。

＊
７　

拙
論
「
関
索
説
話
に
関
す
る
考
察
」（『
和
漢
語
文
研
究
』
第
十
一
号
、
京

都
府
立
大
学
国
中
文
学
会
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
）
参
照
。
柳
存
仁
、
金

文
京
、
中
川
諭
、
上
田
望
、
小
松
謙
氏
も
嘉
靖
本
の
本
文
は
必
ず
し
も
最

古
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
嘉
靖
本
の
序
に
は
「
嘉
靖
壬
午
」（
元
年
、

一
五
二
二
）
と
あ
る
が
、
実
際
の
刊
行
年
は
下
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
に

言
及
し
て
い
る
。

＊
８　

本
論
で
は
葉
逢
春
本
と
劉
龍
田
本
が
一
致
す
る
文
字
数
、
劉
龍
田
本
と

嘉
靖
本
が
一
致
す
る
文
字
数
を
計
上
す
る
際
以
下
の
よ
う
な
基
準
で
行
っ

た
。

●
左
例
（
第
一
六
九
則
）
の
よ
う
に
文
面
が
異
な
っ
て
い
て
文
字
数
も
異

な
る
場
合
、
嘉
靖
本
の
文
字
数
を
計
上
す
る
こ
と
に
し
た
。
左
例
の
場
合

劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
で
は
呉
・
蜀
の
位
置
が
逆
で
あ
る
が
、
葉
逢
春
本
に

比
べ
る
と
両
者
は
近
い
と
い
う
こ
と
で
（
葉
）
／
（
劉
）（
嘉
）
…
八
字

と
計
測
し
た
。

（
葉
）
朕
欲
一
統
天
下
、
於
呉
蜀
何
先
。

（
劉
）
朕
欲
一
統
天
下
、
先
取
呉
乎
、
先
取
蜀
乎
。

（
嘉
）
朕
欲
一
統
天
下
、
先
取
蜀
乎
、
先
取
呉
乎
。

●
一
方
に
あ
る
文
字
が
一
方
に
無
い
場
合
も
計
上
し
た
。
左
例
（
第
九
八

則
）
の
場
合
、（
葉
）
／
（
劉
）（
嘉
）
…
一
字
（
傍
線
部
）、（
葉
）（
劉
）

／
（
嘉
）
…
二
字
（
二
重
傍
線
部
）。

（
葉
）
吾
今
與
主
公　

樊
口
、　

看
周
郎
用
計
。

（
劉
）
吾
今
與
主
公
徃
樊
口
、　

看
周
郎
破
操
。

（
嘉
）
吾
今
與
主
公
徃
樊
口
、
試
看
周
瑜
用
計
。

●
左
例
（
第
一
則
）
の
よ
う
に
、
劉
龍
田
本
が
傍
線
部
を
含
め
大
幅
な
省

略
を
行
っ
た
の
か
、
劉
龍
田
本
と
嘉
靖
本
に
共
通
す
る
祖
本
の
時
点
で
既

に
省
略
さ
れ
て
い
た
の
か
判
断
が
難
し
い
例
も
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う

に
あ
る
程
度
長
さ
の
あ
る
文
で
あ
る
場
合
は
計
上
す
る
こ
と
に
し
た
。
左

例（
第
一
則
）は（
葉
）／（
劉
）（
嘉
）…
八
字（
傍
線
部
と
二
重
傍
線
部
）、

（
葉
）（
劉
）
／
（
嘉
）
…
一
字
（
波
線
部
）。

（
葉
）
玄
徳
甚
喜
。
飛
邀
玄
徳
入
酒
店
。
正
飲　

間
…

（
劉
）　

こ
の
前
か
ら
省
略
が
続
く
。　
　

正
坐
飲
酒
…

（
嘉
）
玄
徳
甚
喜
。　
　
　
　
　
　
　
　

留
飲
酒
間
…

『
三
國
志
演
義
』
三
系
統
の
版
本
の
継
承
関
係

一
七
九



●
語
句
の
位
置
が
異
な
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
語
句
の
文
字
数
を
計
上
し

た
。
左
例
（
第
一
〇
〇
則
）
の
傍
線
部
は
（
葉
）（
劉
）
／
（
嘉
）
…
二

字
と
計
上
す
る
。

（
葉
）
孔
明
曰
、「
莫
非
将
軍　
　
　

見
怪
不
曽
迎
接
。」

（
劉
）
孔
明
曰
、「
莫
非
将
軍　
　
　

見
怪
不
曽
迎
接
。」

（
嘉
）
孔
明
曰
、「　
　

将
軍
莫
非
因
吾
等
不
曽
遠
接
。」

●
本
文
中
の
割
注
及
び
批
評
、
詩
の
詞
書
き
と
詩
、
韻
文
、
評
、
賛
の
異

同
は
計
上
し
な
い
。（
嘉
靖
本
に
お
い
て
史
書
か
ら
評
や
賛
が
多
く
増
補

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
静
軒
詩
の
有
無
の
問
題
か
ら
計
上
し
な
い
方
が
正

し
い
割
合
が
出
る
と
考
え
た
た
め
）。

＊
９　

＊
６
前
掲
の
拙
論
。

＊
10　

拙
論
「『
三
國
志
演
義
』
の
基
づ
い
た
歴
史
書
―
終
盤
を
中
心
に
―
」（『
和

漢
語
文
研
究
』
第
十
二
号
、
京
都
府
立
大
学
国
中
文
学
会
、
二
〇
一
四
年

十
一
月
）。

＊
11　
『
演
義
』
に
朱
熹
の
『
資
治
通
鑑
綱
目
』
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
上

田
望
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る（
上
田
望「
講
史
小
説
と
歴
史
書（
１
）

―
『
三
国
演
義
』、『
隋
唐
両
朝
史
伝
』
を
中
心
に
―
」
第
二
章
〔『
東
洋

文
化
研
究
所
紀
要
』、
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
九
三
）。
筆
者
は
さ
ら
に

研
究
を
進
め
、
主
要
人
物
に
関
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
『
三
國
志
』
及
び
裴

松
之
注
、
そ
の
他
の
人
物
に
関
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
『
資
治
通
鑑
綱
目
』

が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
拙
論
「『
三
國
志
演
義
』

の
執
筆
プ
ロ
セ
ス
に
關
わ
る
考
察
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
六
十
四
集
、

日
本
中
国
学
会
、
二
〇
一
二
年
十
月
）。

＊
12　

拙
論
「『
三
國
志
演
義
』
と
『
蜀
漢
本
末
』」（『
和
漢
語
文
研
究
』
第
十
号
、

京
都
府
立
大
学
国
中
文
学
会
、
二
〇
一
二
年
十
一
月
）
参
照
。

＊
13　

宋
・
孟
元
老
撰
『
東
京
夢
華
禄
』
十
巻
。
著
者
の
孟
元
老
と
い
う
人
物
に

つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
書
の
内
容
は
都
（
開
封
）
の

市
街
の
風
俗
や
当
時
の
典
礼
、
儀
仗
に
つ
い
て
綴
っ
た
も
の
。
巻
六
「
京

瓦
伎
藝
」
の
項
（
都
の
妓
院
で
行
わ
れ
て
い
た
芸
能
を
列
挙
し
た
項
）
に

「
霍
四
究
説
三
分
」（
霍
四
究
は
三
分
を
語
っ
た
）
と
あ
り
、
三
国
故
事
が

語
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

＊
14　

中
砂
明
徳
『
中
国
近
世
の
福
建
人
』
第
五
章
「『
通
鑑
』
の
イ
ン
ブ
リ
ー

ド
―
「
綱
鑑
」」（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
二
月
）
参
照
。　

　

　

本
論
文
は
平
成
二
十
六
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
特
別
研
究
員
奨
励
費
・

課
題
番
号
二
六
・
一
九
八
四「
明
代
白
話
小
説『
三
国
志
演
義
』成
立
過
程
と
変
容
、

及
び
そ
の
社
会
背
景
に
関
わ
る
考
察
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　�

（
二
〇
一
四
年
十
月
一
日
受
理
）

�

（
い
の
く
ち　

ち
ゆ
き　

文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
・
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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